










が支援する公共急速充電コンソーシアムで、同州内では既に 1,000 基超の充電ベイを契約済み。
全米では 4,000基超を確保しており、カリフォルニア州はイオンナが全米で計画する 4,000基の
充電器のほぼ４分の１を占めている。カリフォルニア州は米国最大の EV市場であり、2025年第
３四半期に販売された新車の 29.1%は完全電気自動車だった。 
 同社は 11月第４週、サンフランシスコ、サクラメント、サンディエゴ、サンノゼ、ウエストミ
ンスターで相次いで記念式典を開催。またカリフォルニア州内で EV初心者向けの「EVエデュケ
ーション・プログラム」を展開し、大手販売店や地域 EV 団体と連携したイベントも開催するな
どしており、EV初心者が「充電の不安」を解消できる場を整えるという。 
 イオンナの充電ベイの利便性も向上しており、設立メンバー８社のうち BMW、GM、現代自動
車、起亜、メルセデス・ベンツが充電器に差すだけで自動認証・決済が完結する「プラグ& チャ
ージ」機能に対応。残る３社のホンダ、トヨタ、ステランティスも 2026 年末までに対応予定で
あり、フォードとリビアンの車両も「プラグ& チャージ」機能を利用可能になったという。 
 
○パナソニックエナジー、自動運転タクシーにリチウムイオン電池供給へ 
 パナソニックホールディングスの電池事業子会社、パナソニックエナジーは 25日、Amazon（ア
マゾン）傘下で自動運転技術を活用した配車サービスを行う米 Zoox（ズークス）と、自動運転タ
クシー向けに円筒形リチウムイオン電池を供給する契約を締結したと発表した。 
 ズークスは 2025 年６月に自動運転タクシーを量産する初の生産施設を開設し、９月にはラス
ベガスで配車を開始。専用設計の自動運転タクシーによる完全自動運転の配車サービスを提供す

る初の企業となった。 
 パナソニックエナジーがズークスに供給するリチウムイオン電池「2170セル」は、エネルギー
密度も安全性も高いことで知られている。2025年９月末時点で、同社は全世界に EV約 400万台
分に相当する累計約 200億個の車載用円筒形リチウムイオン電池を供給しているが、これまで同
社の電池に起因する車両リコールは一件も発生していないという。 
 
○スパークチャージ、米北東部初のオフグリッド EV充電ハブを開設 
 モバイル EV 充電デリバリーサービスを提供する SparkCharge（スパークチャージ）は 12月
３日、マサチューセッツ・クリーンエネルギーセンタ (MassCEC)及びカーシェアリング大手の
米 Zipcar（ジップカー）と提携し、米北東部地域で初のオフグリッド型移動式直流急速充電ハブ
を共有 EV向けに導入すると発表した。 
 このプロジェクトは、高コストで遅延を伴う送電網のアップグレードを待つことなく、迅速か

つ信頼性の高い EV 充電インフラを地域社会に導入することが目的。MassCEC から資金提供を
受け、スパークチャージの移動式バッテリー駆動トレーラを用いて、ジップカーの EV を支援す
る。このトレーラは最大 320キロワットの直流急速充電を提供するが、ジップカーの既存オンサ
イト電源から充電可能なため、地域電力網に負荷をかけることなく大容量バッテリーを補充でき

るという。 
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●最近の米国経済について 

 
〇米西海岸の 10月の貨物量は堅調も引き続き関税の影響懸念 
米国最大の貨物取扱量を誇るロサンゼルス港は 11月 18日、2025年 10月の貨物取扱量（注）

を発表した。10月の同港での貨物取扱量は 84万 8,431TEU（1TEUは 20フィートコンテナ換算）
となり、前年同月比で 6％減少したものの、同港は 2025年の貿易に関する不安定さを考慮すると
堅調な実績と評価している。2025 年に入ってからの 10 カ月間でみると前年同期比 2％増加とな
っている。 
こうした中で、同港のジーン・セロカ事務局長は、小売業と製造業の在庫は十分に確保されて

いるため補充の必要性が低くなっているとして、11月、12月の貨物量については、荷主が関税対
策として予定より早く貨物を搬入していた 2024年と比較して減少すると予想している。2026年
の見通しについては、「デーリー・ブリーズ」紙（電子版 11月 18日）によると、「関税政策に関
する発表はそれほど多くないと考えられ、少し安定するかもしれない」と述べている。また、各

業界の状況について、好調に推移している事業がある一方で、経済成長が鈍化している事業もあ

ると評し、例えば、ファストフードチェーンのマクドナルドは、コスト上昇と消費者需要の低下

によって非常に大きな打撃を受けたと分析している。 
米国で貨物取扱量が２番目に多く、ロサンゼルス港に隣接するロングビーチ港は 11月 7日に 10

月の貨物取扱量を発表している。10月の貨物取扱量は83万9,671TEUとなり、前年同月比で14.9％
減少したものの、2025年に入ってからの 10カ月間では前年同期比で 4.1％増加となっている。 
同港のマリオ・コルデロ最高経営責任者（CEO）は、貿易政策の変化が消費者とサプライチェ

ーンに不確実性をもたらしているものの、貨物の動きは引き続き順調だと述べた。これまでのと

ころ、メーカ、小売業者などが関税コストの一部を負担し、消費者への価格転嫁を抑制してきた

ため、消費者は関税による大きな影響を被っていないとの見解を示した。他方で、「2026 年が近
づくにつれて状況は変化する可能性がある。荷主が関税コストを転嫁し続け、消費者への転嫁率

がさらに高まることで、今後数カ月で消費者は価格上昇を実感する可能性が高い」と懸念も述べ

ている。 
（注）貨物輸入量と貨物輸出量、空コンテナ取扱量の合計値。 
 
○９月の米雇用統計、全体としては比較的良好な内容 
米国労働省は 11 月 20 日、９月の雇用統計を発表した。本統計は政府閉鎖により予定日の 10

月３日から後ろ倒しで公表されたもの。なお、10月の雇用統計は、非農業部門新規雇用者数など
が含まれる事業所調査の結果のみが 11 月の雇用統計の結果と合わせて 12 月 5 日に公表される。
失業率などが含まれる家計調査については、10月分は収集・公表されず、欠番となる。 
就業者数（前月差 25万 1,000 人増）、失業者数（同 21 万 9,000 人増）、労働参加率（62.4％、

前月から 0.1ポイント上昇）を踏まえた失業率は 4.4％（注１）となった。９月の失業率の上昇は、
主として労働参加率の上昇が要因となっており、労働市場の減速が加速していることを示すわけ

ではない。広義の失業率（注２）は 8.0％（前月 8.1％）、平均失業期間は 24.1週（前月 24.5週）
と、いずれもわずかながら低下を示しており、こちらも労働市場の減速が加速していないという

見方を支持するものとなっている。なお、失業率を年齢別に見ると、16 歳から 24 歳までの若年
層が 10.4％（前月から 0.1 ポイント低下）、25 歳から 54 歳までのプライムエイジが 3.7％（0.1
ポイント上昇）、55歳以上が 3.3％（0.4ポイント上昇）だった。 
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非農業部門の新規雇用者数は 11万 9,000人増と市場予想（5万 3,000人増）を大きく上回った。
もっとも、８月の数値は２万 2,000人増から 4,000人減に、７月の数値は７万 9,000人増から７
万 2,000人増にそれぞれ下方改定されているため、３カ月移動平均では６万 2,000人増に留まっ
ている。 
内訳では、政府部門が２万 2,000 人増。地方政府における教育関連の雇用が増加した。民間部

門（９万 7,000人増）では、増加は教育・医療（５万 9,000人増）のほか、娯楽・接客業（４万
7,000人増）や小売業（１万 4,000人増）など伸びを示したのは前月と同様の業種だ。 
他方、製造業（6,000人減）や運輸・倉庫業（２万 5,000人減）、対事業所サービス（２万人減）

など減少となる業種も引き続き複数みられ、状況はまちまちだ。 
平均時給は 36.7ドル（前月 36.6ドル）で、前月比 0.2％増（前月 0.4％増）、前年同月比 3.8％

増（前月 3.8％増）だった。インフレ圧力が継続する中でも、賃金の伸びは低下傾向にあるため、
前月比でみると実質賃金（注３）は 2025 年に入ってからの９カ月中５カ月でマイナスとなって
いる。 
賃金の伸びの弱さや新規雇用者数における業種の偏りなど一部に弱さの継続を示すシグナルは

見えるものの、平均失業期間の短縮や新規雇用者数の伸びに表れているように、全体としては８

月の雇用統計で見られたほどの弱さは感じられない。11月 19日に公表された 10月の連邦公開市
場委員会（FOMC）議事録では、12月会合におけるスタンスをめぐり、参加者の間で見解が大き
く割れていることが示されている。今回の雇用統計は次回会合までに発表される最後のものだが、

この結果がさらなる利下げの根拠とするには明らかに力不足の内容となっている。 
（注１）小数点第２位までの数値で比較すると、９月は 4.44％と前月（4.32％）から 0.12ポイン

トの上昇となる。 
（注２）失業者に加え、「現在は仕事を探していないが、過去 12カ月の間に求職活動を行った者」

と「フルタイムを希望しているものの、非自発的にパートタイムを選択している者」を

合わせて算定した数値。 
（注３）ここでは平均時給の伸びから CPIの伸びを引いたもの。 
 
〇トランプ米大統領、政府主導の AI プラットフォーム構築計画「ジェネシス・ミッション」を
発表 
米国のドナルド・トランプ大統領は 11月 24日、米国政府主導の人工知能（AI）プラットフォ

ームの構築と、同プラットフォームを通じた先端技術の研究開発の能力強化に向けた「ジェネシ

ス・ミッションの開始」と題した大統領令を発令した。 
大統領令では、科学的発見や技術革新が米国の進歩と繁栄を牽引してきたと振り返りつつ、現

在のフロンティア領域である AI分野で、米国が技術覇権を巡る競争に直面していると現状を評価
した。この状況において、第２次世界大戦下の原子爆弾開発計画の「マンハッタン計画」に比肩

する国家事業が必要だとして「ジェネシス・ミッション」を開始すると説明した。 
大統領令及びホワイトハウスが同日に公表したファクトシートによれば、今後、エネルギー省

が本ミッションのインフラとして、優れた計算能力とデータセットを有した AIプラットフォーム
「米国科学安全保障プラットフォーム（American Science and Security Platform）」を構築する。
また、同省がミッションを通じて取り組むべき 20件の科学技術的課題をリストアップする。米国
の国家・経済・健康安全保障に資する分野における課題をリストアップの対象とし、具体的には、

アドバンスド・マニュファクチャリング、バイオテクノロジー、重要材料、核分裂・核融合エネ

ルギー、量子情報科学、半導体・マイクロエレクトロニクスの６分野が含まれる。これら先端技

術について、新たに構築した AIプラットフォームを活用し、研究開発の生産性向上を図る。 
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「米国科学安全保障プラットフォーム（American Science and Security Platform）」を構築する。
また、同省がミッションを通じて取り組むべき 20件の科学技術的課題をリストアップする。米国
の国家・経済・健康安全保障に資する分野における課題をリストアップの対象とし、具体的には、

アドバンスド・マニュファクチャリング、バイオテクノロジー、重要材料、核分裂・核融合エネ

ルギー、量子情報科学、半導体・マイクロエレクトロニクスの６分野が含まれる。これら先端技

術について、新たに構築した AIプラットフォームを活用し、研究開発の生産性向上を図る。 

マイケル・クラツィオス大統領補佐官（科学技術担当）兼ホワイトハウス科学技術政策局長は

同日の声明で、同ミッションについて「（米国の）世界最高水準の科学データを米国の最先端 AI
技術と組み合わせ、医学、エネルギー、材料科学などの分野で画期的な成果を生み出す鍵を開く

ものだ」とその目的を説明した。 
トランプ政権は 2025年７月に、AI技術の競争力強化に向けた「AI行動計画」を発表している。 

 
〇９月の米小売売上高は前月比 0.2％増と伸び鈍化、買い控え傾向で裁量的支出が低迷 
米国商務省の速報（11月 25日付）によると、2025年９月の小売売上高（季節調整値）は前月

比 0.2％増の 7,333億ドルとなり、ブルームバーグの市場予想（0.4％増）を下回った。米国の消
費支出はこれまで総じて底堅く推移していたが、消費者の買い控え姿勢が強まったことが示され

た。なお同統計は、政府閉鎖の影響で当初予定されていた 10月 16日から発表が遅延していた。 
ガソリンスタンドやフードサービスなどが押し上げ要因に 
業種別に見ると、ガソリンスタンドはガソリン価格の上昇（９月：前月比 4.1％増）が寄与し、

2.0％増の 529 億ドル（寄与度：0.14 ポイント）となった。その他、小売り統計で唯一のサービ
ス項目のフードサービスは 0.7％増となり、４カ月連続で上昇した。一方で、自動車・同部品は４
カ月ぶりに減少し、前月の 0.6％増から 0.3％減に転じた。また、スポーツ・娯楽品・書籍（2.5％
減）、衣料（0.7％減）、家電（0.5％減）への支出はいずれも減少し、必需品以外の裁量的支出分
野に対する需要の低迷が示唆された。その他、無店舗小売りは 0.7％減少し、消費者が年末商戦の
大型セールやプロモーションを待つための支出抑制の可能性がある。 
今回の結果について、金融市場の経済情報を提供する英国の独立系シンクタンク、パンテオン・

マクロエコノミクスのオリバー・アレン氏は、「停滞した労働市場」と「関税による価格上昇が実

質所得に与える抑制効果」が相まって、「この減速傾向は持続する可能性が高い」と指摘した（11
月 25日付「フィナンシャル・タイムズ」）。不動産価格の上昇や株高の恩恵を背景に、米国経済の
大部分は高所得者層の消費によって支えられている。ウォルマートなどの小売り各社の決算報告

によると、消費者の購買行動は二極化が進むと同時に、あらゆる所得層でコストパフォーマンス

を求める価格重視の傾向が強まっている。 
消費者マインドは前月よりやや悪化した。民間調査会社コンファレンスボードが 10月 28日に

発表した 10月の消費者信頼感指数は 94.6（9月：95.6）と僅かに減少し、６カ月ぶりの低水準と
なった。内訳では、現在の雇用環境や経済状況を示す現況指数は 129.3（９月：127.5）と前月よ
りやや改善した。一方、６カ月先の景況見通しを示す期待指数は 71.5（９月：74.4）に低下し、
2025年２月以降、景気後退を示唆する基準値の 80を下回っている。同社によると、消費者アン
ケートでは６月以降、消費者が支出を計画していたサービス項目の上位５位以内に入っていたヘ

ルスケア分野の支出が急増した。政府閉鎖期間中に、保険料や補助金に焦点が当てられたことが

背景にあると見られており、今後も生活必需品やサービスへの支出が増加するという。 
 
〇米 USTR、301条対中追加関税の適用除外を約１年間延長、米中合意の履行を完了 
トランプ政権２期目に入って以降、USTR はこれまで２度にわたり期限の延期を繰り返してお

り、最新の期限が 11月 29日に迫っていた。延長されなければ、2024年の米国の対中輸入額ベー
スで約 400億ドル相当に 7.5～25％の 301条関税が適用される可能性があったが、今回の延長で
回避された。 

301条関税の適用除外措置について、2026年 11月 10日まで期限を延長することは 2025年 10
月の米中首脳会談で合意していた。また、USTRは 301条関税の適用除外措置の期限の延長の是
非に関して、米中首脳会談以前にパブリックコメントを募集していた。USTR は官報案の中で、
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今回の延長はトランプ氏の USTRに対する指示に加えて、このパブリックコメントも踏まえた決
定だと説明している。 
なお 10 月の米中合意では、米国の対応として 301 条関税の適用除外措置の期限の延長のほか

にも、（1）米国の輸出管理措置における「関連事業体ルール」の適用停止、（2）301 条に基づく
中国建造船などの米国港湾に対する入港料金の適用停止、（3）国際緊急経済権限法（IEEPA）に
基づく追加関税（フェンタニル関税）の 20％から 10％への引き下げが含まれていた。既に、（1）
～（3）の措置は実行済みであることから、今回の 301 条関税の適用除外措置の期限延長で、米
国側の合意内容の履行は完了したことになる。 
米国が合意内容を着実に履行した中、米中経済関係の行方を占う今後の焦点は、中国が約束し

た重要鉱物・レアアースの輸出管理の緩和となる。ただし、首都ワシントンの複数の米中関係有

識者は、中国が今後も重要鉱物・レアアースの輸出を規制する可能性を指摘しており、米国が中

国の対応を否定的に評価する場合には、両国経済関係が不安定な状況に戻ることも想定される。 
 
〇不確実性を超え営業利益を拡大、米国市場重視も継続、ジェトロ「2025年度海外進出日系企業
実態調査（北米編）」 
ジェトロは 11月 27日、北米に進出する日系企業を対象とした現地での活動実態に関するアン

ケート調査「2025年度 海外進出日系企業実態調査（北米編）」の結果を発表した（注１）。 
2025 年に黒字を見込む企業は、在米国日系企業で 66.5％、在カナダ日系企業で 80.5％となっ

た。米国は前年から 0.3ポイント増加し、カナダは 2000年以来最高の値となった。一方、営業利
益見込みの前年からの変化を見ると、米国では、関税によるコストの増加や景気の先行きの不透

明さなどから、前年より改善したという回答は減少した。その結果、2025 年の景況感を示す DI
（注２）は 2020 年以来の低水準となった。営業利益見込みが悪化する理由としては、トランプ
関税の影響とみられる調達コストの上昇や米国市場での需要減少のほか、人材を確保する上で課

題となっている人件費の上昇にも回答が集まった。 
トランプ関税の影響で米国内調達への関心が高まる 

2025年はトランプ政権下での関税措置が立て続けに発表された中、営業利益に影響を及ぼすト
ランプ関税として、多くの企業が「対日関税」（73.9％）や「相互関税」（57.2％）を選択した。
それらへの具体的影響としては、「調達・輸入コストの増大」や「米国市場でのコスト競争力の低

下」が挙がった。一方、対応策としては、回答企業の半数以上が「価格転嫁」を挙げるも、価格

交渉が難航しているとの回答も目立った。 
また、在米日系企業の原材料・部品の調達先を見ると、米国内調達に切り替えるとの回答が前

年比２倍超の 88件に増加した。特に、日本（45件）や中国（23件）から米国に切り替える予定
との回答が目立った。また、中国から ASEAN（21件）や日本（17件）に切り替える予定も多く
見られた。 
生産地についても米国への移管を検討する件数が 2024年の 11件から 34件に増加するなど、

同様の傾向となっている。特に日本からの移管件数は 18件と、調達先・生産地の変更に関する調
査を開始した 2019年度以降で最多だった。 
不確実性が増す中でも、約５割の在米日系企業が事業拡大に前向き 
関税措置などにより、米国経済の不確実性が増すという在米日系企業の声が多く聞かれる中、

今後１～２年で事業を拡大する方向性を持つ在米日系企業は 48.3％と、2024年（48.6％）とほぼ
同水準だった。拡大理由として、現地市場ニーズの拡大が挙がり、具体的には半導体やデータセ

ンタといった産業・領域での拡大に期待する声が聞かれた。 
一方、カナダについては、今後１～２年で事業を現状維持すると回答した割合が 51.2％で、拡
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今回の延長はトランプ氏の USTRに対する指示に加えて、このパブリックコメントも踏まえた決
定だと説明している。 
なお 10 月の米中合意では、米国の対応として 301 条関税の適用除外措置の期限の延長のほか

にも、（1）米国の輸出管理措置における「関連事業体ルール」の適用停止、（2）301 条に基づく
中国建造船などの米国港湾に対する入港料金の適用停止、（3）国際緊急経済権限法（IEEPA）に
基づく追加関税（フェンタニル関税）の 20％から 10％への引き下げが含まれていた。既に、（1）
～（3）の措置は実行済みであることから、今回の 301 条関税の適用除外措置の期限延長で、米
国側の合意内容の履行は完了したことになる。 
米国が合意内容を着実に履行した中、米中経済関係の行方を占う今後の焦点は、中国が約束し

た重要鉱物・レアアースの輸出管理の緩和となる。ただし、首都ワシントンの複数の米中関係有

識者は、中国が今後も重要鉱物・レアアースの輸出を規制する可能性を指摘しており、米国が中

国の対応を否定的に評価する場合には、両国経済関係が不安定な状況に戻ることも想定される。 
 
〇不確実性を超え営業利益を拡大、米国市場重視も継続、ジェトロ「2025年度海外進出日系企業
実態調査（北米編）」 
ジェトロは 11月 27日、北米に進出する日系企業を対象とした現地での活動実態に関するアン

ケート調査「2025年度 海外進出日系企業実態調査（北米編）」の結果を発表した（注１）。 
2025 年に黒字を見込む企業は、在米国日系企業で 66.5％、在カナダ日系企業で 80.5％となっ

た。米国は前年から 0.3ポイント増加し、カナダは 2000年以来最高の値となった。一方、営業利
益見込みの前年からの変化を見ると、米国では、関税によるコストの増加や景気の先行きの不透

明さなどから、前年より改善したという回答は減少した。その結果、2025 年の景況感を示す DI
（注２）は 2020 年以来の低水準となった。営業利益見込みが悪化する理由としては、トランプ
関税の影響とみられる調達コストの上昇や米国市場での需要減少のほか、人材を確保する上で課

題となっている人件費の上昇にも回答が集まった。 
トランプ関税の影響で米国内調達への関心が高まる 

2025年はトランプ政権下での関税措置が立て続けに発表された中、営業利益に影響を及ぼすト
ランプ関税として、多くの企業が「対日関税」（73.9％）や「相互関税」（57.2％）を選択した。
それらへの具体的影響としては、「調達・輸入コストの増大」や「米国市場でのコスト競争力の低

下」が挙がった。一方、対応策としては、回答企業の半数以上が「価格転嫁」を挙げるも、価格

交渉が難航しているとの回答も目立った。 
また、在米日系企業の原材料・部品の調達先を見ると、米国内調達に切り替えるとの回答が前

年比２倍超の 88件に増加した。特に、日本（45件）や中国（23件）から米国に切り替える予定
との回答が目立った。また、中国から ASEAN（21件）や日本（17件）に切り替える予定も多く
見られた。 
生産地についても米国への移管を検討する件数が 2024年の 11件から 34件に増加するなど、

同様の傾向となっている。特に日本からの移管件数は 18件と、調達先・生産地の変更に関する調
査を開始した 2019年度以降で最多だった。 
不確実性が増す中でも、約５割の在米日系企業が事業拡大に前向き 
関税措置などにより、米国経済の不確実性が増すという在米日系企業の声が多く聞かれる中、

今後１～２年で事業を拡大する方向性を持つ在米日系企業は 48.3％と、2024年（48.6％）とほぼ
同水準だった。拡大理由として、現地市場ニーズの拡大が挙がり、具体的には半導体やデータセ

ンタといった産業・領域での拡大に期待する声が聞かれた。 
一方、カナダについては、今後１～２年で事業を現状維持すると回答した割合が 51.2％で、拡

大すると回答した割合（43.9％）を上回った。「現状維持」と回答した企業からは、トランプ政権
の通商政策により、市場の見通しが困難という意見が目立った。 
上記を含め、本調査では、（1）営業利益見通し、（2）人手不足の課題と対応策、（3）賃金実態、

（4）トランプ政権の関税政策の影響、（5）米国連邦政府の政策影響（米国のみ）、（6）サプライチ
ェーン（調達・生産）の見直し、（7）事業展開の方向性、（8）ビジネスと人権、を紹介している。 
 
（注１）本調査は、海外に進出する日系企業の活動実態を把握し、日本企業・政策担当者向けに

幅広く提供することを目的に、原則年１回、オンラインによるアンケート形式で実施して

いるもの。北米調査の実施期間は 2025年９月４日～25日。調査対象は北米進出日系企業
（製造業・非製造業）のうち、直接出資及び間接出資を含めて、日本の親会社の出資比率

が 10％以上の企業及び日本企業の支店。有効回答数は 652 社／1,871 社（有効回答率
34.8％）。今回調査が米国では 1981年以降 44回目、カナダでは 1989年以降 36回目。 

（注２）営業利益見込みが前年より「改善」したと回答した割合から、「悪化」したと回答した割

合を引いた値。2025年の見込み値は「改善」が 34.3％で「悪化」が 30.3％となり、DI
は 4.0だった。 

 
〇米環境保護庁、石油・ガス規制の順守期限を延長 
米国環境保護庁（EPA）のリー・ゼルディン長官は 11月 26日、バイデン政権下で策定された

石油・ガス業界向けの大気浄化基準（NSPS OOOOb/c、注１）について、順守期限を延長する最
終規則を決定した。対象は、石油・ガス製造にかかわる設備を新設または改修・交換する際のメ

タンガスのリーク（漏れ）検査やタンク管理などに関する義務、既存設備に対する州別メタン排

出量削減計画の提出義務、さらに１時間あたり 100キログラム以上のメタン漏洩を検出・是正す
る「スーパーエミッタープログラム」（注２）の義務付け開始について、いずれも 18カ月、2027
年１月 22日まで期限を延長した。また、フレア装置の熱量監視や代替試験の期限も当初予定して
いた 2025年 11月 28日から 180日間延長され 2026年５月 26日となった（注３）。 

EPAは「非現実的な規制を是正し、11年間で約７億 5,000万ドルのコスト削減につながる」と
説明した。石油・ガス業界にとっては規制遵守のための準備に１年半の時間が得られた形だが、

メタンは温室効果ガスの中でもっとも害が大きく、二酸化炭素の 80倍の温暖化をもたらすとされ
る。石油・ガス事業は米国におけるメタンの主な産業排出者であり、バイデン政権は同規則によ

りメタンの排出量に加え、発がん性物質として知られるベンゼンなどの揮発性有機化合物の排出

量も削減することを目的としていた（11月 27日付ブルームバーグ）。環境団体は EPAの決定に
対し「大気汚染と健康被害を長引かせる」と批判している。なお EPAは７月 29日、大気浄化法
に基づく温室効果ガス排出規制の根拠となる 2009 年の「危険因子判定（Endangerment 
Finding）」撤回提案も発表（2025年７月 30日記事参照）、９月 22日まで公開意見募集を行った
が、現時点で「最終決定（つまり撤回）には至っていない。 
（注１）大気浄化法に基づく石油・ガス設備の排出規制で、温室効果ガス（GHG）や揮発性有機

化合物（VOC）を対象とする。法文中には GHGと記載されているが、規制の中心はメ
タン削減であるため、「メタン規制」と報道されることが多い。 

（注２）EPAが導入した制度で、衛星や航空機などを使った遠隔検出技術を使うことで１時間あ
たり 100キログラム以上のメタン漏洩（スーパーエミッター）を確認した場合、事業者
に通知し、15日以内の調査・是正を義務付ける仕組み。 
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（注３）EPAは本決定に先立ち 2025年７月 28日に暫定規則（Interim Final Rule）を発表、こ
の暫定規則が官報に掲載された７月 31日を起点日として期限を計算する。 

 
〇米 232条鉄鋼・アルミ関税、２回目の派生品追加プロセスの審議結果は 2026年に持ち越しへ 
米国の 1962 年通商拡大法 232 条に基づく鉄鋼・アルミニウム製品及び派生品に対する追加関

税について、対象品目の拡大に関する２回目の審査結果は 2025 年内に決定されない見通しであ
ることがわかった。商務省産業安全保障局（BIS）の担当者が、米国通商専門誌インサイド US
トレード（12月５日）に明らかにした。 

BIS は５月、232 条に基づく鉄鋼・アルミニウム関税に対して、対象品目の追加プロセスを新
設した（注）。同プロセスでは、BISが米国の鉄鋼・アルミニウム製品・派生品の製造業者や業界
団体などから対象品目の要請を電子メールで年に３回（１月、５月、９月）、２週間受け付ける。

BIS は要請受理後に機密情報を除いた要請内容を公開し、パブリックコメントを連邦政府のウェ
ブサイトで 14日間受け付けた上で、対象品目への追加の是非を 60日以内に決定する。BISは２
回目の追加プロセスを９月に始めており、11月末に審査結果の決定期限を迎える予定だった。 
１回目の追加プロセスでは、８月に約 400品目の派生品が適用対象として追加された。広範な

派生品が対象品目に追加されたことから、日系企業への影響も大きく、今後の動向が注目されて

いた。 
なお、インサイド US トレードによれば、BIS は 2025 年内に２回目の審査結果を決定する見

通しはないとしつつも、具体的な発表時期については明らかにしていない。 
（注）232 条に基づく追加関税対象品目の追加プロセスは、鉄鋼・アルミのほか、自動車部品に
おいても設けられている。 

 
〇トランプ米大統領、米国での「超小型車」の生産を承認と発言、軽自動車を含むかは不明 
トランプ大統領は 12月５日、SNS「トゥルース・ソーシャル」で「米国内での『TINYCARS

（超小型車）』の製造を承認する」と発言した。ガソリン、電動、ハイブリッドなど幅広い動力に

対応した車両が「これらの車は、ごく近い将来、安全で、低価格で、燃費効率に優れる」とし、

海外で成功している超小型車を米国でも生産すべきだと述べた。大統領は運輸省（DOT）、司法
省（DOJ）、環境関連当局に規制緩和を指示した。 
今回の発表で「超小型車」が何を指すのかは不明だ。運輸省道路交通安全局(NHTSA)が所管す

る、米国で販売される車両や部品に適用される安全基準の「連邦自動車安全基準（FMVSS）（連
邦規則 49CFR Part571」では、乗用車、トラック、多目的乗用車、バス、二輪車、低速車（Low-Speed 
Vehicle：LSV）などの区分はあるものの、日本の軽自動車やマイクロカーに相当する独立したカ
テゴリーは規定されていない。その中でも LSVは、車両総重量が 3,000ポンド（約 1,361キログ
ラム）以下と比較的小型ではあるが、最高時速が 25 マイル(約 40 キロメートル)未満の限定用途
車両として規定されており、軽自動車のような高速道路走行も前提とした車両とは別枠だ。その

ため、現在、米国内で軽自動車が公道走行を行うためには、通常の乗用車と同じ FMVSSや、そ
の他規制に適合させる必要がある。しかし、自動車事故による損害などを調査する米国道路安全

保険協会（IIHS）によると、軽自動車のサイズを前提としていない基準への適合は難しく、米国
で軽自動車は販売できていないのが現状だという。同協会の広報担当者は「何らかの規制の免除

が認められない限り、多くの安全基準を変更しなければならない可能性がある。こうした変更が

どれほど複雑で難しいか分からない」と述べた（ロードアンドトラック 12月４日）。 
今回のトランプ大統領の発言は、低価格車の普及に対する関心の高まりを示すもので、12月３

日にNHTSAが発表した自動車燃費規制の規則案を含む「Freedom Means Affordable Cars（直
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（注３）EPAは本決定に先立ち 2025年７月 28日に暫定規則（Interim Final Rule）を発表、こ
の暫定規則が官報に掲載された７月 31日を起点日として期限を計算する。 

 
〇米 232条鉄鋼・アルミ関税、２回目の派生品追加プロセスの審議結果は 2026年に持ち越しへ 
米国の 1962 年通商拡大法 232 条に基づく鉄鋼・アルミニウム製品及び派生品に対する追加関

税について、対象品目の拡大に関する２回目の審査結果は 2025 年内に決定されない見通しであ
ることがわかった。商務省産業安全保障局（BIS）の担当者が、米国通商専門誌インサイド US
トレード（12月５日）に明らかにした。 

BIS は５月、232 条に基づく鉄鋼・アルミニウム関税に対して、対象品目の追加プロセスを新
設した（注）。同プロセスでは、BISが米国の鉄鋼・アルミニウム製品・派生品の製造業者や業界
団体などから対象品目の要請を電子メールで年に３回（１月、５月、９月）、２週間受け付ける。

BIS は要請受理後に機密情報を除いた要請内容を公開し、パブリックコメントを連邦政府のウェ
ブサイトで 14日間受け付けた上で、対象品目への追加の是非を 60日以内に決定する。BISは２
回目の追加プロセスを９月に始めており、11月末に審査結果の決定期限を迎える予定だった。 
１回目の追加プロセスでは、８月に約 400品目の派生品が適用対象として追加された。広範な

派生品が対象品目に追加されたことから、日系企業への影響も大きく、今後の動向が注目されて

いた。 
なお、インサイド US トレードによれば、BIS は 2025 年内に２回目の審査結果を決定する見

通しはないとしつつも、具体的な発表時期については明らかにしていない。 
（注）232 条に基づく追加関税対象品目の追加プロセスは、鉄鋼・アルミのほか、自動車部品に
おいても設けられている。 

 
〇トランプ米大統領、米国での「超小型車」の生産を承認と発言、軽自動車を含むかは不明 
トランプ大統領は 12月５日、SNS「トゥルース・ソーシャル」で「米国内での『TINYCARS

（超小型車）』の製造を承認する」と発言した。ガソリン、電動、ハイブリッドなど幅広い動力に

対応した車両が「これらの車は、ごく近い将来、安全で、低価格で、燃費効率に優れる」とし、

海外で成功している超小型車を米国でも生産すべきだと述べた。大統領は運輸省（DOT）、司法
省（DOJ）、環境関連当局に規制緩和を指示した。 
今回の発表で「超小型車」が何を指すのかは不明だ。運輸省道路交通安全局(NHTSA)が所管す

る、米国で販売される車両や部品に適用される安全基準の「連邦自動車安全基準（FMVSS）（連
邦規則 49CFR Part571」では、乗用車、トラック、多目的乗用車、バス、二輪車、低速車（Low-Speed 
Vehicle：LSV）などの区分はあるものの、日本の軽自動車やマイクロカーに相当する独立したカ
テゴリーは規定されていない。その中でも LSVは、車両総重量が 3,000ポンド（約 1,361キログ
ラム）以下と比較的小型ではあるが、最高時速が 25 マイル(約 40 キロメートル)未満の限定用途
車両として規定されており、軽自動車のような高速道路走行も前提とした車両とは別枠だ。その

ため、現在、米国内で軽自動車が公道走行を行うためには、通常の乗用車と同じ FMVSSや、そ
の他規制に適合させる必要がある。しかし、自動車事故による損害などを調査する米国道路安全

保険協会（IIHS）によると、軽自動車のサイズを前提としていない基準への適合は難しく、米国
で軽自動車は販売できていないのが現状だという。同協会の広報担当者は「何らかの規制の免除

が認められない限り、多くの安全基準を変更しなければならない可能性がある。こうした変更が

どれほど複雑で難しいか分からない」と述べた（ロードアンドトラック 12月４日）。 
今回のトランプ大統領の発言は、低価格車の普及に対する関心の高まりを示すもので、12月３

日にNHTSAが発表した自動車燃費規制の規則案を含む「Freedom Means Affordable Cars（直

訳：自由とは手頃な価格の車を意味する」構想にも通じる）。一方、制度面での変更は現時点で公

表されておらず、今後、超小型車を米国市場で普及させるには、車両区分の新設や安全基準の見

直しなど、構造的な規制対応が焦点になる可能性が高い。 
 
〇米 FRBは反対複数も３回連続利下げ、2026年の利下げ見通しは１回 
米国連邦準備制度理事会（FRB）は 12月９～10日に連邦公開市場委員会（FOMC）を開催し、

政策金利のフェデラル・ファンド（FF）金利の誘導目標を 3.50～3.75％と 0.25 ポイント引き下
げることを決定した。今回の利下げを巡っては、全体的には比較的良好な結果となった雇用統計

やタカ派の地区連銀総裁による利下げに慎重なスタンスなどを受け、一時、シカゴマーカンタイ

ル取引所（CME）が予想する利下げ見送り確率が約７割にまで達するなど、予想も大きく揺れて
いた。今回の決定に関しては、スティーブン・ミラン理事が 0.50ポイントの利下げを、シカゴ連
銀のオースティン・グールズビー総裁とカンザスシティ連銀のジェフェリー・シュミッド総裁が

利下げ見送りをそれぞれ主張し、反対票を投じた。また、2025年の投票権を持たない地区連銀総
裁を含めると全 12地区連銀総裁のうち、半数にあたる６人が今回の利下げに反対していることが
明らかとなっており、これほど多くの異論がありながら利下げを行ったのは異例だ。 
今回発表された声明文の前回からの変更点は、（1）失業率に関する認識について、前月までの

「依然として低い」との文言を削除、（2）今後の金融政策調整を検討するにあたって「適切な程
度とタイミング」も考慮するとの文言を追加、（3）バランスシート政策に関して必要に応じて短
期債の買い入れを開始するとの文言を追加、の 3点だ。（2）については、2024年 12月の声明文
でも見られた表現で、その後６会合にわたり金利は維持された。FOMC後の記者会見では、パウ
エル議長から「９月以降の政策調整（利下げ）により、政策金利は中立金利の推計値の範囲内に

収まり、今後のデータ、経済見通しの変化、リスクバランスに基づいて、政策金利の追加調整の

程度と時期を決定するのに十分な体制が整った」として、今後しばらくの間、積極的な利下げの

必要がないことを示唆する発言もされている。 
また、今回は、FOMC参加者による経済見通しも示された。金融政策の前提となる経済指標に

関しては、成長率は、2025年が 1.7％（前回 1.6％）、2026年は 2.3％（前回 1.8％）、2027年は
2.0％（前回 1.9％）に上方修正された。もっとも 2026年の上方修正には、2025年の政府閉鎖に
伴う影響の反動増も含まれており、これを除くと 2026年、2027年ともおおむね２％程度となる
可能性が高く、額面上で見えるほどに勢いが増すわけではないことに留意が必要だ。 
インフレ率は、2026年の PCEが 2.4％（前回 2.6％）、コア PCEが 2.5％（前回 2.6％）に下

方修正されている。失業率は、2026年が 4.4％（前回 4.4％）と変わらず、2027年が 4.2％（前
回 4.3％）と前回よりも僅かに低下した。 
こうした経済見通しの下、2026 年以降の FF 金利の予測中央値は 2026 年が 3.4％（予測中央

値間の比較で利下げ１回分）、2027年が 3.1％（同１回分）となっているが、2026年は利下げな
しとしている者が７人、１回分の利下げを想定している者が４人、２回以上の利下げを想定して

いる者が８人と、タカ派とハト派で見解が大きく割れている。 
 
〇米主要港、10月の小売業者向け輸入コンテナ量は前月比 1.8％減、2026年前半も減少傾向続く
見通し 
全米小売業協会（NRF）と物流コンサルタント会社のハケット・アソシエイツが発表した「グ

ローバル・ポート・トラッカー報告」（12 月８日）によると、2025 年 10月の米国小売業者向け
の主要輸入港（注１）の輸入コンテナ量は、前月比 1.8％減、前年同月比 7.9％減の 207 万 TEU
（１TEUは 20フィートコンテナ換算）となった（注２）。 
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今後の見通しでは、11月は前年同月比 11.6％減の 191万 TEU、12月は同 12.7％減の 186万
TEU と予想されており、７月をピーク（239 万 TEU）にいずれも年間で最も低調な月間貨物量
となる見込みだ。11～12月は伝統的に需要が鈍化する時期だが、前年比での大幅な減少率は、2024
年後半に米東海岸とメキシコ海岸の港湾ストの懸念から輸入が急増したことが背景にある。加え

て、多くの小売業者が関税回避のため、2025年は例年よりも前倒しで貨物を輸入したことも影響
している。2025年通年での輸入量は前年比で 1.4％減少すると予想されている。 
なお、2026年１月には貨物量が半年ぶりの前月比増加と見込まれ、200万 TEUと予測される

が、前年同月比では依然 10.3％減となる見通し。その後２月は 186 万 TEU で同 8.5％減、３月
は同 16.8％減の 179万 TEU、４月は同 10.9％減の 197万 TEUと予測されている。 
ハケット・アソシエイツ創設者のベン・ハケット氏は「関税の影響は、2025年第４四半期から

2026 年前半にかけて貨物需要が低迷するかたちで表れるだろう」「アジアと欧州からの貨物スペ
ース需要減により、両海岸でコンテナ運賃は既に下落傾向にある」と指摘した。 
物流コンサルタントを務めるジョン・マコーリー氏は、2026年も需要の減少が続くと予想して

おり、関税も影響しているものの、その減少主因として「米国における全体的な消費需要の低迷」

にあると見込んでいる。世界中のコンテナの追跡・分析を行う Vizion によると、2025 年９～11
月の大半における週間 TEUの予約件数は 2024年を下回っており、既に消費財需要の減速を示唆
している。マコーリー氏は「消費需要の低迷サイクルが続けば、コンテナ需要の継続的な問題が

深刻化するだろう」と述べ、運送会社は需要減少の影響を受け債務不履行や合併につながる可能

性があると指摘した。 
（注１）主要輸入港は、米国西海岸のロサンゼルス／ロングビーチ、オークランド、シアトル及

びタコマ、東海岸のニューヨーク／ニュージャージー、バージニア、チャールストン、

サバンナ、エバーグレーズ、マイアミ及びジャクソンビル、メキシコ湾岸のヒュースト

ンの各港を指す。 
（注２）発表されている貨物量の TEU と前年同月比の数値は端数処理の関係で一致しない場合

がある。 
 
〇11月の米雇用統計、労働市場の継続的な減速傾向を示唆 
米国労働省は 12月 16日、11月の雇用統計を発表した。今回の雇用統計では、政府閉鎖に伴い

公表が遅れていた 10月分の結果の一部が合わせて公表されている（注１）。 
11 月の失業率は 4.6％となった（注２）。９月時点と比較すると、就業者数が９万 6,000人増、

失業者数が 22万 8,000人増となり、労働参加率は 0.03ポイント上昇し 62.5％だった。失業率の
水準としては 2021年９月以来の高水準だ。広義の失業率（注３）も 8.7％と９月の 8.0％から上
昇した。平均失業期間は 23週（９月 24.1週）と短縮されたように見えるが、これは新規失業者
が増加したことも影響していると見られる。同時に失業期間が 27週以上の者も増加しており、再
就職が困難となっている状況も見受けられる。なお失業率を年齢別に見ると、16 歳から 24 歳の
若年層が 10.6％（９月から 0.2ポイント上昇）、25歳から 54歳までのプライムエイジが 3.9％（同
0.2ポイント上昇）、55歳以上が 3.1％（同 0.2ポイント低下）だった。 
非農業部門の新規雇用者数は 10月が 10万 5,000人減、11月が６万 4,000人増だった。なお、

８月は 4,000人減から２万 6,000人減に、９月は 11万 9,000人増から 10万 8,000人増に、それ
ぞれ小幅に下方改定されている。３カ月移動平均で見ると、雇用者数の伸びは２万 2,000 人増に
留まっており、ダラス連銀が発表しているブレークイーブン雇用（注４）の値（約３万人）より

も下回っている。 
もっとも、10月の雇用者数の減少はほとんどが政府閉鎖時になされた早期退職プログラムの影
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今後の見通しでは、11月は前年同月比 11.6％減の 191万 TEU、12月は同 12.7％減の 186万
TEU と予想されており、７月をピーク（239 万 TEU）にいずれも年間で最も低調な月間貨物量
となる見込みだ。11～12月は伝統的に需要が鈍化する時期だが、前年比での大幅な減少率は、2024
年後半に米東海岸とメキシコ海岸の港湾ストの懸念から輸入が急増したことが背景にある。加え

て、多くの小売業者が関税回避のため、2025年は例年よりも前倒しで貨物を輸入したことも影響
している。2025年通年での輸入量は前年比で 1.4％減少すると予想されている。 
なお、2026年１月には貨物量が半年ぶりの前月比増加と見込まれ、200万 TEUと予測される

が、前年同月比では依然 10.3％減となる見通し。その後２月は 186 万 TEU で同 8.5％減、３月
は同 16.8％減の 179万 TEU、４月は同 10.9％減の 197万 TEUと予測されている。 
ハケット・アソシエイツ創設者のベン・ハケット氏は「関税の影響は、2025年第４四半期から

2026 年前半にかけて貨物需要が低迷するかたちで表れるだろう」「アジアと欧州からの貨物スペ
ース需要減により、両海岸でコンテナ運賃は既に下落傾向にある」と指摘した。 
物流コンサルタントを務めるジョン・マコーリー氏は、2026年も需要の減少が続くと予想して

おり、関税も影響しているものの、その減少主因として「米国における全体的な消費需要の低迷」

にあると見込んでいる。世界中のコンテナの追跡・分析を行う Vizion によると、2025 年９～11
月の大半における週間 TEUの予約件数は 2024年を下回っており、既に消費財需要の減速を示唆
している。マコーリー氏は「消費需要の低迷サイクルが続けば、コンテナ需要の継続的な問題が

深刻化するだろう」と述べ、運送会社は需要減少の影響を受け債務不履行や合併につながる可能

性があると指摘した。 
（注１）主要輸入港は、米国西海岸のロサンゼルス／ロングビーチ、オークランド、シアトル及

びタコマ、東海岸のニューヨーク／ニュージャージー、バージニア、チャールストン、

サバンナ、エバーグレーズ、マイアミ及びジャクソンビル、メキシコ湾岸のヒュースト

ンの各港を指す。 
（注２）発表されている貨物量の TEU と前年同月比の数値は端数処理の関係で一致しない場合

がある。 
 
〇11月の米雇用統計、労働市場の継続的な減速傾向を示唆 
米国労働省は 12月 16日、11月の雇用統計を発表した。今回の雇用統計では、政府閉鎖に伴い

公表が遅れていた 10月分の結果の一部が合わせて公表されている（注１）。 
11 月の失業率は 4.6％となった（注２）。９月時点と比較すると、就業者数が９万 6,000人増、

失業者数が 22万 8,000人増となり、労働参加率は 0.03ポイント上昇し 62.5％だった。失業率の
水準としては 2021年９月以来の高水準だ。広義の失業率（注３）も 8.7％と９月の 8.0％から上
昇した。平均失業期間は 23週（９月 24.1週）と短縮されたように見えるが、これは新規失業者
が増加したことも影響していると見られる。同時に失業期間が 27週以上の者も増加しており、再
就職が困難となっている状況も見受けられる。なお失業率を年齢別に見ると、16 歳から 24 歳の
若年層が 10.6％（９月から 0.2ポイント上昇）、25歳から 54歳までのプライムエイジが 3.9％（同
0.2ポイント上昇）、55歳以上が 3.1％（同 0.2ポイント低下）だった。 
非農業部門の新規雇用者数は 10月が 10万 5,000人減、11月が６万 4,000人増だった。なお、

８月は 4,000人減から２万 6,000人減に、９月は 11万 9,000人増から 10万 8,000人増に、それ
ぞれ小幅に下方改定されている。３カ月移動平均で見ると、雇用者数の伸びは２万 2,000 人増に
留まっており、ダラス連銀が発表しているブレークイーブン雇用（注４）の値（約３万人）より

も下回っている。 
もっとも、10月の雇用者数の減少はほとんどが政府閉鎖時になされた早期退職プログラムの影

響によるものとみられ、同月は政府部門が 15万 7,000人減となる一方で、民間部門は５万 2,000
人増となっており、見た目ほど大きく減速しているわけではない。また、11月も同様に政府部門
の 5,000人減に対して、民間部門は６万 9,000人増となっている。ただし、民間部門で、過去数
カ月間、安定的にプラスを維持しているのは教育・医療分野など僅かな業種に限定されており、

やや弱さも感じられる。 
平均時給は 36.9ドル（前月 36.8ドル）で、前月比 0.1％増（前月 0.4％増）、前年同月比 3.5％

増（前月 3.7％増）といずれも伸びが低下し、労働市場の軟化を示すものとなっている。 
全体的には、今月の雇用統計の結果は労働市場の減速傾向の継続を示唆するものとなっている。

ただし、今月の統計は特に失業率を含む家計調査の数値について、回答率の低下や 10月分のデー
タ欠損を補うための算定方法の調整などいくつかの要因から「通常よりやや高い標準誤差を伴っ

ている」と説明されており、実際にどの程度のスピードで減速しているのかはやや不透明な部分

もある。 
（注１）雇用統計は失業率などを含む家計調査と、非農業部門新規雇用者数や平均賃金などを含

む事業所調査の２種類の統計から成り立っている。このうち、家計調査については、政

府閉鎖の影響により 10月分のデータが収集できなかったため欠番となっている。 
（注２）小数点第２位までの数値で比較すると、今月は 4.56％と前月（4.44％）から 0.12ポイン

トの上昇となる。 
（注３）失業者に加え、「現在は仕事を探していないが、過去 12カ月の間に求職活動を行った者」

と「フルタイムを希望しているものの、非自発的にパートタイムを選択している者」を

合わせて算定した数値。 
（注４）労働市場の均衡を維持するために必要な最低限の雇用増加数を指す。具体的な水準は国

や時期により異なり、ここで示された「約３万人」はダラス連銀が算出した米国の 2025
年半ばの推計値。 

 
〇10月の米小売売上高は前月比横ばいで予想に届かず、自動車販売の減少響く 
米国商務省の速報（12月 16日付）によると、2025年 10月の小売売上高（季節調整値）は前

月比で横ばいの 7,326 億ドルとなり、ブルームバーグの市場予想（0.1％増）を下回った。なお、
９月は 0.2％増（速報値）から 0.1％増に下方修正された。同統計は、連邦政府閉鎖の影響で当初
予定されていた 11月 14日から発表が遅延していた。 
無店舗小売り、家具などが押し上げ要因に 
業種別にみると、無店舗小売りは前月比 1.8％増の 1,311億ドル（寄与度はプラス 0.32ポイン

ト）で、最大の押し上げ要因だった。また、家具（2.3％増）、スポーツ・娯楽品・書籍（1.9％増）、
家電（0.7％増）など裁量品分野への支出はいずれも増加し、年末商戦を前に消費者の前倒し購入
傾向が進んだ可能性がある。ただし、家具や家電などは比較的輸入依存度が高く、一部価格上昇

が影響しており数量は増加していない可能性があることに留意が必要だ。一方で、自動車・同部

品は 1.6％減と２カ月連続で減少し、電気自動車（EV）に対する連邦税制優遇措置が９月末に失
効したことが一因となったとみられる。その他、ガソリン価格の低下がガソリンスタンドにおけ

る下押し圧力となった。また、小売り統計で唯一のサービス項目のフードサービスは前月の 0.2％
増から 0.4％減となり、５カ月ぶりのマイナスに転じた。 
近年、年末商戦の前倒しが進んでおり、10月から本格化する流れが定着している。小売り各社

は大型セールやプロモーションで幕を開けており、消費者の間では魅力的な販売セールでお買い

得感を求める動きが顕著に表れている。景気の先行きに不透明感が漂うものの、ホリデー商戦は

底堅く推移しており、全米小売業協会（NRF）は小売売上高が前年同期比で 3.7～4.2％増加する
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と見込んでいる。ただし、富裕層が消費を牽引している一方で、低所得層は家計の圧迫により慎

重な姿勢を崩しておらず、所得層による消費傾向の格差が浮き彫りになっている。 
消費者マインドは前月より悪化しており、民間調査会社コンファレンスボードが 11月 25日に

発表した 11月の消費者信頼感指数は 88.7（10月：95.5）に低下し、７カ月ぶりの低水準となっ
た。内訳では、現在の雇用環境や経済状況を示す現況指数が 126.9（10月：131.2）に低下し、６
カ月先の景況見通しを示す期待指数は 63.2（10 月：71.8）と大幅に落ち込み、10 カ月連続で景
気後退の指標とされる 80を下回った。 
同社チーフエコノミストのダナ・ピーターソン氏は、「消費者の回答で経済に影響を与える要因

として挙げられたのは、引き続き物価とインフレ、関税と貿易、政治情勢が中心だった。連邦政

府閉鎖への言及も増加した。労働市場への言及はやや減少したものの、依然として他の頻繁なテ

ーマの中で際立っていた。全体として、11 月の回答の論調は 10 月よりもやや悲観的だった」と
述べた。 
 

●化学プラント情報 

 
○米国の化学プラント建設コスト指数 

2025年09月 2025年08月 2024年09月
(1957-59 = 100) (速報値) (実績) (実績)
指数 818.4 813.3 791.0 年間指数

  機器 1,028.4 1,021.4 990.4 2017 = 567.5
    熱交換器及びタンク 798.6 789.1 784.2 2018 = 603.1
    加工機械 1,043.6 1,041.2 1,019.4 2019 = 607.5
    管、バルブ及びフィッティング 1,406.7 1,402.8 1,330.2 2020 = 596.2
    プロセス計器 604.7 596.4 574.2 2021 = 708.8
    ポンプ及びコンプレッサー 1,664.8 1,659.0 1,565.9 2022 = 816.0
    電気機器 879.4 882.2 831.2 2023 = 797.9
    構造支持体及びその他のもの 1,120.9 1,107.7 1,089.5 2024 = 796.2
  建設労務 387.1 385.8 383.8
  建物 832.1 826.3 795.0
  エンジニアリング及び管理 313.9 313.9 315.2

米国の化学プラント建設コスト指数

 

 

（出所：「ケミカル・エンジニアリング」2025年 12月号より作成） 
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●米国産業機械の輸出入統計（2025 年９月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2025年９月の米国における産業機械の輸出入
の概要は、次のとおりである。 

(1) 産業機械の輸出は、41億 6,546万ドル（対前年同月比 1.2%減）となった。化学機械、風水
力機械、金属加工機械、業務用洗濯機、動力伝導装置は対前年同月比がプラスとなったが、

ボイラ・原動機、鉱山機械、プラスチック機械、運搬機械、積層造形用機械は対前年同月比

がマイナスとなった。 

(2) 産業機械の輸入は、59億 1,272万ドル（対前年同月比 6.4%減）となった。ボイラ・原動機、
積層造形用機械は対前年同月比がプラスとなったが、鉱山機械、化学機械、プラスチック機

械、風水力機械、運搬機械、金属加工機械、業務用洗濯機、動力伝導装置は対前年同月比が

マイナスとなった。 

(3) 産業機械の純輸入は、19億 9,472万ドルとなり、117ヵ月連続で輸入が輸出を上回った。
ボイラ・原動機以外のすべての機械で輸入超過となった。 

(4) 各機械の輸出入の概要は、次の通りである。 

① ボイラ・原動機は、輸出が 10億 9,961万ドル（対前年同月比 10.7%減）となり、部品(ガ
スタービン用）や部品（その他）などの減少により、２ヵ月連続で前年同月比がマイナス

となった。輸入は 10億 5,005万ドル（対前年同月比 12.4%増）となり、部品（その他）や
部品(ガスタービン用）などの増加により、18ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなった。 

② 鉱山機械は、輸出が 8,428万ドル（対前年同月比 8.2%減）となり、部品や選別機などの
減少により、２か月振りに前年同月比がマイナスとなった。輸入は１億 2,795 万ドル（対
前年同月比 20.8%減）となり、部品や破砕機などの減少により、17ヵ月連続で対前年同月
比がマイナスとなった。 

③ 化学機械は、輸出が 12億 986万ドル（対前年同月比 8.6%増）となり、温度処理機械 (熱
交換装置）や分離ろ過機（液体ろ過機）などの増加により、２ヵ月振りに対前年同月比が

プラスとなった。輸入は 15 億 4,309 万ドル（対前年同月比 2.7%減）となり、温度処理機
械 (熱交換装置）や部品（製紙・仕上機用）などの減少により、２ヵ月連続で対前年同月比
がマイナスとなった。 

④ プラスチック機械は、輸出が１億 23万ドル（対前年同月比 11.7%減）となり、部品や射
出成形機などの減少により、４ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。輸入は２億

5,418 万ドル（対前年同月比 9.2%減）となり、押出成形機や部品などの減少により、２ヵ
月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑤ 風水力機械は、輸出が９億 6,331万ドル（対前年同月比 2.6%増）となり、圧縮機 （遠心
式及び軸流式）や送風機（その他）などの増加により、３ヵ月連続で対前年同月比がプラ

スとなった。輸入は 12 億 5,227 万ドル（対前年同月比 10.9%減）となり、ポンプ （ピス
トンエンジン用）や送風機（その他軸流式）などの減少により、６ヵ月連続で対前年同月

比がマイナスとなった。 

⑥ 運搬機械は、輸出が３億 4,925万ドル（対前年同月比 14.2%減）となり、部品（その他の
運搬機械用）やその他連続式エレベータ・コンベヤ（その他のもの）などの減少により、

４ヶ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。輸入は 10億 5,703万ドル（対前年同月比
7.3%減）となり、その他連続式エレベータ・コンベヤ（その他ベルト型）や部品（その他
巻上機用）などの減少により、２ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑦ 金属加工機械は、輸出が 6,675万ドル（対前年同月比 38.7%増）となり、部品（圧延機用）
や炉心管（その他）などの増加により、２ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなった。輸

入は１億 3,861 万ドル（対前年同月比 46.4%減）となり、部品（圧延機用）や熱間鍛造機
（その他）などの減少により、６ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑧ 業務用洗濯機は、輸出が 3,275 万ドル（対前年同月比 5.6%増）となり、乾燥機（10kg
超・品物用）や洗濯機（10kg超）などの増加により、２ヵ月連続で対前年同月比がプラス
となった。輸入は１億 5,104万ドル（対前年同月比 14.7%減）となり、洗濯機（10kg超）
や乾燥機（10kg超・品物用）などの減少により、７ヵ月連続で対前年同月比がマイナスと
なった。 

⑨ 動力伝導装置は、輸出が２億 5,941万ドル（対前年同月比 6.8%増）となり、ギヤボック
ス等変速機（固定比）や部品（ギヤボックス等変速機用）などの増加により、２ヵ月振り

に対前年同月比がプラスとなった。輸入は３億 3,851万ドル（対前年同月比 9.0%減）とな
り、部品（ギヤボックス等変速機用）やギヤボックス等変速機（固定比・その他）などの

減少により、２ヵ月振りに対前年同月比がマイナスとなった。 

⑩ 積層造形用機械は、輸出が 1,190万ドル（対前年同月比 30.6%減）となり、積層造形用機
械（プラスチック）や部品（積層造形用機械）などの減少により、４ヵ月連続で対前年同

月比がマイナスとなった。輸入は 5,227万ドル（対前年同月比 0.9%増）となり、部品（積
層造形用機械）や積層造形用機械（プラスター）などの増加により、２ヵ月連続で対前年

同月比がプラスとなった。 
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●米国産業機械の輸出入統計（2025 年９月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2025年９月の米国における産業機械の輸出入
の概要は、次のとおりである。 

(1) 産業機械の輸出は、41億 6,546万ドル（対前年同月比 1.2%減）となった。化学機械、風水
力機械、金属加工機械、業務用洗濯機、動力伝導装置は対前年同月比がプラスとなったが、

ボイラ・原動機、鉱山機械、プラスチック機械、運搬機械、積層造形用機械は対前年同月比

がマイナスとなった。 

(2) 産業機械の輸入は、59億 1,272万ドル（対前年同月比 6.4%減）となった。ボイラ・原動機、
積層造形用機械は対前年同月比がプラスとなったが、鉱山機械、化学機械、プラスチック機

械、風水力機械、運搬機械、金属加工機械、業務用洗濯機、動力伝導装置は対前年同月比が

マイナスとなった。 

(3) 産業機械の純輸入は、19億 9,472万ドルとなり、117ヵ月連続で輸入が輸出を上回った。
ボイラ・原動機以外のすべての機械で輸入超過となった。 

(4) 各機械の輸出入の概要は、次の通りである。 

① ボイラ・原動機は、輸出が 10億 9,961万ドル（対前年同月比 10.7%減）となり、部品(ガ
スタービン用）や部品（その他）などの減少により、２ヵ月連続で前年同月比がマイナス

となった。輸入は 10億 5,005万ドル（対前年同月比 12.4%増）となり、部品（その他）や
部品(ガスタービン用）などの増加により、18ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなった。 

② 鉱山機械は、輸出が 8,428万ドル（対前年同月比 8.2%減）となり、部品や選別機などの
減少により、２か月振りに前年同月比がマイナスとなった。輸入は１億 2,795 万ドル（対
前年同月比 20.8%減）となり、部品や破砕機などの減少により、17ヵ月連続で対前年同月
比がマイナスとなった。 

③ 化学機械は、輸出が 12億 986万ドル（対前年同月比 8.6%増）となり、温度処理機械 (熱
交換装置）や分離ろ過機（液体ろ過機）などの増加により、２ヵ月振りに対前年同月比が

プラスとなった。輸入は 15 億 4,309 万ドル（対前年同月比 2.7%減）となり、温度処理機
械 (熱交換装置）や部品（製紙・仕上機用）などの減少により、２ヵ月連続で対前年同月比
がマイナスとなった。 

④ プラスチック機械は、輸出が１億 23万ドル（対前年同月比 11.7%減）となり、部品や射
出成形機などの減少により、４ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。輸入は２億

5,418 万ドル（対前年同月比 9.2%減）となり、押出成形機や部品などの減少により、２ヵ
月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑤ 風水力機械は、輸出が９億 6,331万ドル（対前年同月比 2.6%増）となり、圧縮機 （遠心
式及び軸流式）や送風機（その他）などの増加により、３ヵ月連続で対前年同月比がプラ

スとなった。輸入は 12 億 5,227 万ドル（対前年同月比 10.9%減）となり、ポンプ （ピス
トンエンジン用）や送風機（その他軸流式）などの減少により、６ヵ月連続で対前年同月

比がマイナスとなった。 

⑥ 運搬機械は、輸出が３億 4,925万ドル（対前年同月比 14.2%減）となり、部品（その他の
運搬機械用）やその他連続式エレベータ・コンベヤ（その他のもの）などの減少により、

４ヶ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。輸入は 10億 5,703万ドル（対前年同月比
7.3%減）となり、その他連続式エレベータ・コンベヤ（その他ベルト型）や部品（その他
巻上機用）などの減少により、２ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑦ 金属加工機械は、輸出が 6,675万ドル（対前年同月比 38.7%増）となり、部品（圧延機用）
や炉心管（その他）などの増加により、２ヵ月連続で対前年同月比がプラスとなった。輸

入は１億 3,861 万ドル（対前年同月比 46.4%減）となり、部品（圧延機用）や熱間鍛造機
（その他）などの減少により、６ヵ月連続で対前年同月比がマイナスとなった。 

⑧ 業務用洗濯機は、輸出が 3,275 万ドル（対前年同月比 5.6%増）となり、乾燥機（10kg
超・品物用）や洗濯機（10kg超）などの増加により、２ヵ月連続で対前年同月比がプラス
となった。輸入は１億 5,104万ドル（対前年同月比 14.7%減）となり、洗濯機（10kg超）
や乾燥機（10kg超・品物用）などの減少により、７ヵ月連続で対前年同月比がマイナスと
なった。 

⑨ 動力伝導装置は、輸出が２億 5,941万ドル（対前年同月比 6.8%増）となり、ギヤボック
ス等変速機（固定比）や部品（ギヤボックス等変速機用）などの増加により、２ヵ月振り

に対前年同月比がプラスとなった。輸入は３億 3,851万ドル（対前年同月比 9.0%減）とな
り、部品（ギヤボックス等変速機用）やギヤボックス等変速機（固定比・その他）などの

減少により、２ヵ月振りに対前年同月比がマイナスとなった。 

⑩ 積層造形用機械は、輸出が 1,190万ドル（対前年同月比 30.6%減）となり、積層造形用機
械（プラスチック）や部品（積層造形用機械）などの減少により、４ヵ月連続で対前年同

月比がマイナスとなった。輸入は 5,227万ドル（対前年同月比 0.9%増）となり、部品（積
層造形用機械）や積層造形用機械（プラスター）などの増加により、２ヵ月連続で対前年

同月比がプラスとなった。 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図１ 米国における産業機械の輸出金額の推移 

 

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図２ 米国における産業機械の輸入金額の推移 
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出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図１ 米国における産業機械の輸出金額の推移 

 

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計より作成 

図２ 米国における産業機械の輸入金額の推移 
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（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

番号 産業機械名 対前年比 2025年09月 2024年09月

区分 金額（A) 構成比 金額（B) 構成比 伸び率（%） 金額（E)=A-C 金額(F)=B-D

機械類 463.299 42.1 426.802 34.7 8.6 130.334 78.698

1 ボイラ・原動機 部品 636.317 57.9 803.941 65.3 -20.9 -80.766 218.082

小計 1,099.616 100.0 1,230.742 100.0 -10.7 49.568 296.781

機械類 31.154 37.0 27.765 30.2 12.2 -38.561 -56.182

2 鉱山機械 部品 53.129 63.0 64.020 69.8 -17.0 -5.111 -13.629

小計 84.283 100.0 91.785 100.0 -8.2 -43.671 -69.810

機械類 963.771 79.7 863.872 77.5 11.6 -331.587 -404.425

3 化学機械 部品 246.090 20.3 250.257 22.5 -1.7 -1.638 -67.607

小計 1,209.860 100.0 1,114.129 100.0 8.6 -333.225 -472.032

機械類 55.159 55.0 53.333 47.0 3.4 -102.451 -111.839

4 プラスチック機械 部品 45.075 45.0 60.136 53.0 -25.0 -51.494 -54.656

小計 100.234 100.0 113.469 100.0 -11.7 -153.945 -166.496

機械類 723.751 75.1 685.716 73.1 5.5 -221.723 -393.288

5 風水力機械 部品 239.557 24.9 252.884 26.9 -5.3 -67.235 -73.973

小計 963.308 100.0 938.600 100.0 2.6 -288.959 -467.261

機械類 218.593 62.6 256.656 63.0 -14.8 -560.667 -579.023

6 運搬機械 部品 130.658 37.4 150.613 37.0 -13.2 -147.112 -154.457

小計 349.251 100.0 407.269 100.0 -14.2 -707.779 -733.480

機械類 48.918 73.3 40.972 85.1 19.4 -75.077 -145.790

7 金属加工機械 部品 17.831 26.7 7.168 14.9 148.8 3.218 -64.526

小計 66.749 100.0 48.140 100.0 38.7 -71.860 -210.316

機械類 30.494 93.1 28.409 91.6 7.3 -100.799 -121.568

8 業務用洗濯機 部品 2.252 6.9 2.615 8.4 -13.9 -17.490 -24.442

小計 32.747 100.0 31.024 100.0 5.6 -118.289 -146.010

機械類 184.018 70.9 170.636 70.2 7.8 -51.847 -77.911

9 動力伝導装置 部品 75.393 29.1 72.368 29.8 4.2 -27.251 -51.205

小計 259.411 100.0 243.003 100.0 6.8 -79.098 -129.116

機械類 5.137 43.2 8.843 51.5 -41.9 -28.834 -28.988

10 積層造形用機械 部品 6.763 56.8 8.314 48.5 -18.7 -11.533 -5.647

小計 11.900 100.0 17.157 100.0 -30.6 -40.367 -34.635

機械類 2,719.158 65.3 2,554.160 60.6 6.5 -1,352.379 -1,811.328

部品 1,446.301 34.7 1,664.002 39.4 -13.1 -394.879 -286.413

合計 4,165.459 100.0 4,218.162 100.0 -1.2 -1,747.257 -2,097.741

番号 産業機械名 対前年比 増減率(%) 対輸出割合(%)

区分 金額（C) 構成比 金額（D) 構成比 伸び率（%） (G)=(E-F)/|F| (H)=E/A

機械類 332.965 31.7 348.104 37.3 -4.3 65.6 28.13

1 ボイラ・原動機 部品 717.083 68.3 585.858 62.7 22.4 -137.0 -12.69

小計 1,050.048 100.0 933.962 100.0 12.4 -83.3 4.51

機械類 69.714 54.5 83.946 51.9 -17.0 31.4 -123.78

2 鉱山機械 部品 58.240 45.5 77.649 48.1 -25.0 62.5 -9.62

小計 127.954 100.0 161.595 100.0 -20.8 37.4 -51.82

機械類 1,295.358 83.9 1,268.297 80.0 2.1 18.0 -34.41

3 化学機械 部品 247.727 16.1 317.864 20.0 -22.1 97.6 -0.67

小計 1,543.085 100.0 1,586.162 100.0 -2.7 29.4 -27.54

機械類 157.610 62.0 165.173 59.0 -4.6 8.4 -185.74

4 プラスチック機械 部品 96.568 38.0 114.792 41.0 -15.9 5.8 -114.24

小計 254.179 100.0 279.964 100.0 -9.2 7.5 -153.59

機械類 945.474 75.5 1,079.003 76.8 -12.4 43.6 -30.64

5 風水力機械 部品 306.792 24.5 326.858 23.2 -6.1 9.1 -28.07

小計 1,252.267 100.0 1,405.861 100.0 -10.9 38.2 -30.00

機械類 779.261 73.7 835.679 73.3 -6.8 3.2 -256.49

6 運搬機械 部品 277.770 26.3 305.070 26.7 -8.9 4.8 -112.59

小計 1,057.030 100.0 1,140.749 100.0 -7.3 3.5 -202.66

機械類 123.996 89.5 186.762 72.3 -33.6 48.5 -153.48

7 金属加工機械 部品 14.613 10.5 71.694 27.7 -79.6 105.0 18.05

小計 138.609 100.0 258.456 100.0 -46.4 65.8 -107.66

機械類 131.293 86.9 149.977 84.7 -12.5 17.1 -330.55

8 業務用洗濯機 部品 19.742 13.1 27.057 15.3 -27.0 28.4 -776.47

小計 151.036 100.0 177.034 100.0 -14.7 19.0 -361.23

機械類 235.865 69.7 248.547 66.8 -5.1 33.5 -28.18

9 動力伝導装置 部品 102.644 30.3 123.573 33.2 -16.9 46.8 -36.15

小計 338.509 100.0 372.120 100.0 -9.0 38.7 -30.49

機械類 33.971 65.0 37.831 73.0 -10.2 0.5 -561.32

10 積層造形用機械 部品 18.296 35.0 13.961 27.0 31.0 -104.2 -170.53

小計 52.267 100.0 51.792 100.0 0.9 -16.5 -339.22

機械類 4,071.536 68.9 4,365.488 69.1 -6.7 25.3 -49.74

部品 1,841.180 31.1 1,950.414 30.9 -5.6 -37.9 -27.30

合計 5,912.716 100.0 6,315.903 100.0 -6.4 16.7 -41.95

輸入
2025年09月 2024年09月

純輸出

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

純輸出

産業機械合計

表１　米国における産業機械の輸出入統計（総括表）

2025年09月 2024年09月
輸出

産業機械合計
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(単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 1 0.006 383 3.517 -99.8

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 450 3.325 130 0.954 248.5

19 その他蒸気発生ボイラ * 549 3.281 796 5.059 -35.1

20 過熱水ボイラ * 4 0.030 159 1.076 -97.2

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 202 2.675 15 0.148 1705.8

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 21 0.291 29 0.670 -56.7

0050 補助機器（その他） * 221 2.778 72 1.260 120.4

20 蒸気原動機用復水器 * 56 0.438 70 0.418 4.7

8406 - 10 蒸気タービン (船用) 1,113 7.682 9 0.037 20,870.3

81 蒸気タービン（＞40MW） 0 0.000 0 0.000 -

82 蒸気タービン (≦40MW） 94 4.622 41 1.671 176.6

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 76 0.292 42 0.064 358.7

12 液体タービン（≦10MW） 0 0.000 2 0.035 -100.0

13 液体タービン（＞10MW） 0 0.000 0 0.000 -

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 104 36.892 86 41.468 -11.0

82 ガスタービン（＞5MW） 51 137.646 78 119.452 15.2

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 74,434 136.223 97,064 128.848 5.7

29 液体原動機（その他） 39,554 51.144 46,879 56.608 -9.7

31 気体原動機(シリンダ） 187,552 20.179 167,938 18.320 10.1

39 気体原動機(その他） 26,425 37.233 22,601 25.258 47.4

80 その他原動機 189,514 18.562 377,820 21.938 -15.4

- 463.299 - 426.802 8.6

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 4.044 X 9.481 -57.3

8404 - 90 部品(補助機器用） X 3.280 X 1.391 135.8

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 26.964 X 20.696 30.3

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 9.542 X 28.133 -66.1

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 509.461 X 636.359 -19.9

8412 - 90 部品（その他） X 83.026 X 107.880 -23.0

- 636.317 - 803.941 -20.9

- 1,099.616 - 1,230.742 -10.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸出）

(単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 1,147 10.570 1,722 8.196 29.0

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 2,661 0.706 3,047 0.653 8.2

8474 - 10 選別機 372 10.615 465 12.125 -12.5

20 破砕機 221 8.416 159 6.320 33.2

39 混合機 99 0.846 48 0.471 79.7

- 31.154 - 27.765 12.2

8474 - 90 部品 X 53.129 X 64.020 -17.0

- 53.129 - 64.020 -17.0

- 84.283 - 91.785 -8.2

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(1) ボイラ・原動機　（輸出）

HS コード 品    名

機械類合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

表２　米国における産業機械の輸出統計（詳細）

2025年09月 2024年09月

Ch.(%)

2025年09月 2024年09月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計
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(3) 化学機械　（輸出）

    (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 150,029 23.176 105,780 30.614 -24.3

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 27,161 13.111 31,100 15.681 -16.4

20 〝 (減菌器） 1,524 13.229 1,750 12.217 8.3

35 〝 (乾燥機・紙パ用） 3 0.019 23 0.270 -92.9

39 〝 (乾燥機・その他） 3,584 7.984 1,507 5.773 38.3

40 〝 (蒸留機） 59 0.908 325 2.740 -66.9

50 〝 (熱交換装置） 188,887 255.314 293,668 144.047 77.2

60 〝（気体液化装置） 226 2.909 927 10.159 -71.4

89 〝（その他） 14,804 60.683 14,834 66.426 -8.6

8405 - 10 発生炉ガス発生機 2,101 1.896 35,565 7.807 -75.7

8479 - 82 混合機 21,449 32.276 36,957 36.301 -11.1

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 8 0.116 37 0.228 -48.9

8421 - 19 〝（遠心分離機） 1,630 12.265 1,737 14.712 -16.6

29 〝（液体ろ過機） 8,636,298 266.331 14,578,339 212.542 25.3

32 注1 〝（気体ろ過機・内燃機関） 237,331 80.906 270,031 87.095 -7.1

39 〝 (気体ろ過機・その他） 2,733,317 172.591 3,714,835 202.109 -14.6

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 44 0.451 23 0.543 -16.9

20 〝 （製紙用） 255 1.423 26 0.476 198.7

30 〝 （仕上用） 7 0.479 97 2.861 -83.2

8441 - 10 〝 （切断機） 477 8.432 277 5.943 41.9

40 〝 （成形用） 166 3.772 2 0.150 2,415.1

80 〝 （その他） 212 5.500 190 5.180 6.2

- 963.771 - 863.872 11.6

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 0.737 X 3.297 -77.7

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 2.594 X 1.579 64.3

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 9.182 X 11.170 -17.8

99 部品（ろ過機用） X 201.986 X 198.115 2.0

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 5.305 X 6.407 -17.2

99 部品（製紙・仕上機用） X 7.649 X 11.313 -32.4

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 18.637 X 18.376 1.4

- 246.090 - 250.257 -1.7

- 1,209.860 - 1,114.129 8.6
注1：HS2022改正に伴う新規品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 74 9.948 129 15.576 -36.1

20 押出成形機 63 5.449 118 10.204 -46.6

30 吹込み成形機 57 1.580 87 3.524 -55.2

40 真空成形機 455 9.676 383 5.222 85.3

51 その他の機械（成形用） 29 0.248 21 0.090 176.6

59 その他のもの（成形用） 211 9.911 87 4.759 108.3

80 その他の機械 1,276 18.349 888 13.959 31.4

2,165 55.159 1,713 53.333 3.4

8477 - 90 部品 X 45.075 X 60.136 -25.0

- 45.075 - 60.136 -25.0

- 100.234 - 113.469 -11.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2025年09月 2024年09月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2025年09月 2024年09月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(5) 風水力機械 （輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 39,331 24.796 47,114 24.665 0.5

30 999,711 102.897 1,169,744 113.860 -9.6

50 - 0010 1,973 8.340 3,164 16.951 -50.8

0050 39,545 20.837 44,564 19.695 5.8

0090 9,830 29.103 10,600 31.136 -6.5

60 - 0050 74 0.766 53 0.659 16.2

0070 2,102 2.319 2,347 1.229 88.6

0090 14,029 42.371 19,461 56.594 -25.1

70 132,810 94.836 180,975 101.331 -6.4

81 83,018 40.565 89,379 39.467 2.8

82 921 0.249 183 0.199 25.0

8414 - 80 - 1618 7,808 4.219 7,059 5.197 -18.8

1642 173 1.045 139 1.225 -14.7

1655 374 1.980 676 4.658 -57.5

1660 414 0.808 712 0.815 -0.8

1667 174 3.211 92 1.842 74.3

1675 501 11.138 255 5.103 118.3

1680 8,829 14.334 8,524 6.163 132.6

1685 131 0.726 208 1.262 -42.5

1690 49,949 6.462 42,516 6.581 -1.8

2015 1,297 106.530 519 19.019 460.1

2055 1,079 5.189 2,148 13.309 -61.0

2065 16 0.665 72 3.030 -78.1

2075 19 4.120 50 18.679 -77.9

9000 72,607 43.431 148,088 48.047 -9.6

59 - 9080 1,798,771 120.904 1,545,882 108.873 11.1

10 真空ポンプ 89,006 31.911 125,702 36.124 -11.7

3,354,492 723.751 3,450,226 685.716 5.5

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 18.209 X 17.289 5.3

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 9.855 X 8.490 16.1

9520 〃（ポンプ用その他） X 111.698 X 121.596 -8.1

92 〃（液体エレベータ） X 0.642 X 2.116 -69.6

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 19.572 X 27.098 -27.8

2095 〃（その他圧縮機その他） X 45.655 X 42.096 8.5

9100 〃（真空ポンプ） X 33.924 X 34.200 -0.8

- 239.557 - 252.884 -5.3

- 963.308 - 938.600 2.6

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2025年09月 2024年09月

Ch.(%)

ポンプ（その他計器付設型）

HS コード 品    名

〃 （油井用回転容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

〃 （ピストンエンジン用）

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦74.6KW)

〃 （タービンポンプその他）

液体エレベータ

圧縮機（定置往復式≦11.19KW）

〃 （その他）

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （〃＞746KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （定置式その他）

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

〃 （携帯式その他）

送風機（その他）

総合計

機械類合計

部品合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(6) 運搬機械 （輸出）

    (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

   （固定支持式天井クレーン） 49 2.337 44 1.284 82.0

12 143 1.923 601 7.613 -74.7

19 123 0.882 149 3.058 -71.2

20 12 0.495 41 1.766 -72.0

30 507 2.940 398 2.974 -1.2

91 455 7.763 365 6.195 25.3

99 147 1.091 220 1.738 -37.2

8425 - 39   

   （ウィン・キャップ：その他） 2,437 6.952 2,362 9.053 -23.2

11 4,901 15.385 3,853 13.112 17.3

19 6,364 5.505 15,243 8.488 -35.1

31 8,218 6.658 9,746 7.960 -16.4

8428 - 60 331 2.078 12 0.097 2046.4

70 574 18.091 474 13.168 37.4

90 - 0310 410 5.342 256 3.245 64.7

0390 108,546 46.463 76,605 58.420 -20.5

8425 - 41   

   （据付け式） 115 0.573 382 1.886 -69.6

42 9,043 8.565 11,710 7.625 12.3

49 102,925 6.350 142,946 7.376 -13.9

8428 - 20 - 0010 エスカレータ・エレベータ

  （空圧式コンベヤ） 768 6.241 367 5.096 22.5

0050 〃（空圧式エレベータ） 635 6.126 571 4.911 24.7

10 〃（非連続エレ・スキップホ） 1,310 17.699 2,077 28.275 -37.4

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 25 0.400 30 0.579 -31.0

31 その他連続式エレベータ・コンベヤ  

  （地下使用形） 7 0.130 29 0.933 -86.0

32 〃（その他バケット型） 26 0.893 41 1.217 -26.6

33 〃（その他ベルト型） 1,950 21.589 1,444 18.051 19.6

39 〃（その他のもの） 15,105 26.122 20,368 42.538 -38.6

265,126 218.593 290,334 256.656 -14.8

8431 - 10 - 0010 部品

  （プーリタタック・ホイス用） X 3.495 X 4.492 -22.2

0090 〃（その他巻上機等用） X 9.708 X 18.598 -47.8

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.346 X 0.384 -9.9

0040 〃（エスカレータ用） X 10.380 X 7.363 41.0

0060 〃（非連続作動エレベータ用） X 2.798 X 3.571 -21.6

39 - 0010 〃（空圧式エレベータ・コンベヤ用） X 39.496 X 37.279 5.9

0050 〃（石油・ガス田機械装置用） X 10.935 X 6.845 59.8

0090 〃（その他の運搬機械用） X 32.167 X 53.669 -40.1

49 - 1010 〃（天井・ガント・門形等用） X 14.522 X 6.277 131.4

1060 〃（移動リ・ストラドル等用） X 0.977 X 5.565 -82.5

1090 〃（その他クレーン用） X 5.835 X 6.571 -11.2

- 130.658 - 150.613 -13.2

- 349.251 - 407.269 -14.2

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2024年09月

Ch.(%)

クレーン

〃 （移動リフト・ストラドル）

〃 （液圧式その他）

〃 （その他のもの）

〃 （その他のもの）

巻上機

〃 （プーリタ・ホイス：電動）

〃 （〃：その他）

品    名

2025年09月

〃 （非固定天井・ガントリ等）

〃 （タワークレーン）

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （その他の機械装置)

ジャッキ・ホイスト

〃 （産業用ロボット)

〃 （森林での丸太取扱装置)

〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

〃 （ケーブルカー等けん引装置)

機械類合計

〃 （門形ジブクレーン）

〃 （道路走行車両装備用）

HS コード
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(7) 金属加工機械　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 78 0.932 18 0.204 357.2

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 1 0.010 37 0.762 -98.7

22 〃（冷間圧延用） 52 0.755 262 4.438 -83.0

8462 - 11 注1 熱間鍛造機（密閉型） 81 5.585 40 4.547 22.8

19 注1 〃（その他） 4 0.018 6 0.490 -96.3

22 注1 〃（形状成型機） 154 1.777 39 0.536 231.4

23 注1 〃（数値制御式プレスブレーキ） 46 1.536 18 0.948 62.1

24 注1 〃（数値制御式パネルベンダー） 99 2.070 93 1.204 71.9

25 注1 〃（数値制御式ロール成形機） 0 0.000 18 0.110 -100.0

26 注1 〃（その他の数値制御式） 63 0.994 101 3.102 -68.0

29 〃（その他） 2,095 11.285 2,248 12.283 -8.1

32 注1 スリッター機等（スリッター機・切断機） 6 0.320 5 0.135 136.4

33 注1 〃（数値制御式剪断機） 1 0.038 4 0.216 -82.2

39 〃（その他） 444 0.218 210 0.524 -58.4

42 注1 〃（数値制御式） 58 3.700 53 2.064 79.2

49 〃（その他） 563 4.438 163 0.701 532.7

51 注1 炉心管（数値制御式） 0 0.000 4 0.550 -100.0

59 注1 〃（その他） 374 4.754 18 0.240 1876.9

61 注1 冷間金属加工（液圧プレス） 21 0.965 64 1.602 -39.7

62 注1 〃（機械プレス） 875 6.865 647 3.769 82.2

63 注1 〃（サーボプレス） 41 0.422 31 0.163 157.9

69 注1 〃（その他） 66 0.522 34 0.436 19.8

90 注1 その他 441 1.716 428 1.946 -11.8

5,563 48.918 4,541 40.972 19.4

8455 - 90 部品（圧延機用） * X 17.831 X 7.168 148.8

- 17.831 - 7.168 148.8

- 66.749 - 48.140 38.7
注1：HS2022改正に伴う新規品目

(8) 業務用洗濯機　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 73 0.066 121 0.120 -45.2

19 〃（〃・その他） 250 0.129 476 0.200 -35.7

20 〃（10kg超） 57,274 23.965 44,738 23.180 3.4

8451 - 10 ドライクリーニング機 18 0.163 0 0.000 -

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 16,473 6.171 12,169 4.909 25.7

74,088 30.494 57,504 28.409 7.3

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 2.252 X 2.615 -13.9

- 2.252 - 2.615 -13.9

- 32.747 - 31.024 5.6

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

2024年09月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2025年09月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

2024年09月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

HS コード 品    名

2025年09月

(注）・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「*」の数量単位は「kg」である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

― 78 ―

情報報告　シカゴ



(9) 動力伝導装置　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 13,747 16.896 10,467 14.983 12.8

4010 ギヤボックス等変速機（固定比） 13,925 57.893 10,751 36.086 60.4

4050 〃（手動可変式） 125,484 69.732 158,135 69.496 0.3

7000 〃（その他） 3,359 7.182 1,924 5.041 42.5

9000 歯車及び歯車伝導機 11,138,949 32.315 11,442,452 45.029 -28.2

- 184.018 - 170.636 7.8

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 75.393 X 72.368 4.2

- 75.393 - 72.368 4.2

- 259.411 - 243.003 6.8

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(10) 積層造形用機械　（輸出）

   (単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8485 - 10 注1 積層造形用機械（メタル） 243 1.343 12 1.408 -4.6

20 注1 〃（プラスチック） 214 3.036 462 5.462 -44.4

30 注1 〃（プラスター） 4 0.005 14 0.311 -98.6

80 注1 〃（その他） 50 0.753 163 1.662 -54.7

- 5.137 - 8.843 -41.9

8485 - 90 注1 部品（積層造形用機械） X 6.763 X 8.314 -18.7

- 6.763 - 8.314 -18.7

- 11.900 - 17.157 -30.6
注1：HS2022改正に伴う新規品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

HS コード 品    名

2025年09月 2024年09月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

部品合計

総合計

2024年09月

Ch.(%)

機械類合計

HS コード 品    名

2025年09月
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（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8402 - 11 水管ボイラ（＞45t/h) * 2 0.027 22 0.132 -79.8

12 水管ボイラ（＜45t/h) * 27 0.597 97 4.438 -86.6

19 その他蒸気発生ボイラ * 159 2.018 338 7.627 -73.5

20 過熱水ボイラ * 12 0.015 8 0.089 -83.1

90 - 0010 部分品（熱交換器） * 47 0.134 408 3.743 -96.4

8404 - 10 - 0010 補助機器（エコノマイザ） * 139 1.431 13 0.091 1466.9

0050 補助機器（その他） * 310 3.654 346 2.872 27.2

20 蒸気原動機用復水器 * 25 0.063 93 1.147 -94.5

8406 - 10 蒸気タービン（舶用） 0 0.000 511 0.415 -100.0

81 蒸気タービン（>40MW) 0 0.000 46 0.272 -100.0

82 蒸気タービン(≦40MW) 84 5.602 4 0.440 1172.6

8410 - 11 液体タービン（≦1MW） 12 0.023 0 0.000 -

12 液体タービン（≦10MW） 0 0.000 0 0.000 -

13 液体タービン（＞10ＭＷ） 0 0.000 0 0.000 -

8411 - 81 ガスタービン（≦5MW） 65 27.161 90 37.935 -28.4

82 ガスタービン（＞5MW） 37 29.188 12 10.405 180.5

8412 - 21 液体原動機（シリンダ） 1,147,328 128.368 850,067 144.020 -10.9

29 液体原動機（その他） 117,694 78.622 111,626 73.496 7.0

31 気体原動機(シリンダ） 560,013 30.956 664,127 32.009 -3.3

39 気体原動機(その他） 109,264 18.316 116,575 17.814 2.8

80 その他原動機 301,044 6.791 259,282 11.158 -39.1

- 332.965 - 348.104 -4.3

8402 - 90 - 0090 部品(ボイラ用） X 6.288 X 7.199 -12.7

8404 - 90 部品(補助機器用） X 4.777 X 2.216 115.5

8406 - 90 部品(蒸気タービン用） X 20.244 X 13.538 49.5

8410 - 90 部品(液体タービン用） X 2.955 X 7.049 -58.1

8411 - 99 部品(ガスタービン用） X 321.952 X 292.776 10.0

8412 - 90 部品（その他） X 360.867 X 263.080 37.2

- 717.083 - 585.858 22.4

- 1,050.048 - 933.962 12.4

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
・「*」の数量単位は「t」である。

(2) 鉱山機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8430 - 49 せん孔機 7,425 6.758 77 5.297 27.6

8467 - 19 - 5060 さく岩機（手持工具） 71,880 6.156 75,746 6.216 -1.0

8474 - 10 選別機 1,887 22.610 2,299 28.945 -21.9

20 破砕機 621 28.381 1,115 40.748 -30.4

39 混合機 917 5.809 591 2.741 111.9

- 69.714 - 83.946 -17.0

8474 - 90 部品 X 58.240 X 77.649 -25.0

- 58.240 - 77.649 -25.0

- 127.954 - 161.595 -20.8

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

表３　米国における産業機械の輸入統計（詳細）

Ch.(%)

Ch.(%)

2024年09月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

(1) ボイラ・原動機　（輸入）

2025年09月

総合計

HS コード 品    名

品    名

機械類合計

部品合計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

2025年09月 2024年09月
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(3) 化学機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

7309 - 00 タンク 31,537 31.550 84,476 58.401 -46.0

8419 - 19 温度処理機械（湯沸器） 166,206 42.937 166,573 39.774 8.0

20 〝 (減菌器） 4,317 18.713 12,824 20.807 -10.1

35 〝 (乾燥機・紙パ用） 101 2.408 176 2.405 0.1

39 〝 (乾燥機・その他） 10,939 13.251 18,795 21.276 -37.7

40 〝 (蒸留機） 9,672 5.260 12,009 6.957 -24.4

50 〝 (熱交換装置） 1,103,402 148.084 1,422,999 192.427 -23.0

60 〝（気体液化装置） 8,164 23.978 259 4.770 402.6

89 〝（その他） 522,513 284.295 285,410 126.802 124.2

8405 - 10 発生炉ガス発生機 48,532 0.710 185,114 1.508 -52.9

8479 - 82 混合機 141,369 61.013 220,832 78.943 -22.7

8401 - 20 分離ろ過機（同位体用） * 386 0.002 226 2.674 -99.9

8421 - 19 〝（遠心分離機） 83,949 19.368 196,748 22.939 -15.6

29 〝（液体ろ過機） 29,066,396 118.002 28,565,011 130.834 -9.8

32 注1 〝（気体ろ過機・内燃機関） 1,212,375 265.410 1,240,288 269.001 -1.3

39 〝 (気体ろ過機・その他） 11,544,951 216.109 12,964,828 233.884 -7.6

8439 - 10 紙パ製造機械（パルプ用） 86 3.128 94 9.982 -68.7

20 〝 （製紙用） 47 0.199 37 3.338 -94.0

30 〝 （仕上用） 62 1.525 184 2.383 -36.0

8441 - 10 〝 （切断機） 256,520 23.980 215,556 20.365 17.7

40 〝 （成形用） 90 4.646 15 1.573 195.4

80 〝 （その他） 682 10.791 1,227 17.254 -37.5

- 1,295.358 - 1,268.297 2.1

8405 - 90 部品（ガス発生機械用） X 0.133 X 0.473 -71.8

8419 - 90 - 2000 部品（紙パ用） X 3.315 X 4.805 -31.0

8421 - 91 部品（遠心分離機用） X 12.208 X 20.710 -41.1

99 部品（ろ過機用） X 181.329 X 194.805 -6.9

8439 - 91 部品（パルプ製造機用） X 7.912 X 7.662 3.3

99 部品（製紙・仕上機用） X 15.552 X 58.331 -73.3

8441 - 90 部品（その他紙パ製造機用） X 27.278 X 31.078 -12.2

- 247.727 - 317.864 -22.1

- 1,543.085 - 1,586.162 -2.7
注1：HS2022改正に伴う新規品目      
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

・「*」の数量単位は「t」である。

(4) プラスチック機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8477 - 10 射出成形機 510 53.007 357 46.108 15.0

20 押出成形機 49 8.297 66 27.645 -70.0

30 吹込み成形機 108 20.647 39 13.271 55.6

40 真空成形機 123 7.145 133 2.781 156.9

51 その他の機械（成形用） 129 7.383 54 6.985 5.7

59 その他のもの（成形用） 259 15.121 163 19.555 -22.7

80 その他の機械 6,350 46.009 75,086 48.827 -5.8

7,528 157.610 75,898 165.173 -4.6

8477 - 90 部品 X 96.568 X 114.792 -15.9

- 96.568 - 114.792 -15.9

- 254.179 - 279.964 -9.2

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。
出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

機械類合計

HS コード

部品合計

品    名

総合計

Ch.(%)

2025年09月 2024年09月

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

Ch.(%)品    名HS コード

2025年09月 2024年09月
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(5) 風水力機械 （輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8413 - 19 329,405 14.519 230,911 25.204 -42.4

30 5,133,067 219.906 5,822,078 248.978 -11.7

50 - 0010 2,608 9.639 4,611 17.321 -44.4

0050 168,054 11.621 303,805 16.986 -31.6

0090 344,946 26.190 274,450 33.401 -21.6

60 - 0050 523 0.429 1,250 2.008 -78.6

0070 5,263 1.818 10,345 2.307 -21.2

0090 573,037 48.097 583,640 42.804 12.4

70 3,581,676 164.451 3,977,842 172.969 -4.9

81 1,138,594 30.018 687,750 33.703 -10.9

82 2,825 0.227 26,130 0.842 -73.0

8414 - 80 - 1605 117,113 10.503 78,302 11.795 -11.0

1615 11,250 2.178 10,627 2.006 8.6

1625 3,160 1.824 3,682 1.452 25.6

1635 212 0.206 1,811 1.843 -88.8

1640 205 0.209 416 0.311 -32.7

1645 46 0.533 77 0.941 -43.4

1655 281 0.474 206 1.149 -58.8

1660 8,401 7.020 5,417 4.694 49.6

1665 4,384 6.787 3,107 5.959 13.9

1670 3,107 8.327 602 7.151 16.4

1675 1,690 21.223 752 20.533 3.4

1680 19,040 3.547 50,909 12.067 -70.6

1685 1,617,486 37.973 1,207,207 37.957 0.0

1690 100,015 6.624 308,003 16.012 -58.6

2015 9,710 25.436 10,661 21.861 16.4

2055 38,189 11.420 34,807 11.453 -0.3

2065 40 1.960 22 0.917 113.9

2075 22 10.543 24 19.062 -44.7

9000 308,475 17.597 218,829 19.003 -7.4

8414 - 59 - 6560 送風機（その他遠心式） 1,231,023 54.977 1,828,570 51.029 7.7

6590 〃（その他軸流式） 2,716,789 66.562 2,506,165 94.038 -29.2

6595 〃（その他） 1,430,509 61.824 1,373,523 57.336 7.8

10 真空ポンプ 663,712 60.812 896,976 83.913 -27.5

19,564,857 945.474 20,463,507 1,079.003 -12.4

8413 - 91 - 1000 部品（圧縮点火機関用ポンプ） X 8.958 X 10.636 -15.8

2000 〃（紙パ用ストックポンプ） X 0.770 X 0.984 -21.7

9010 〃（その他エンジン用ポンプ） X 27.351 X 25.975 5.3

9096 〃（ポンプ用その他） X 124.059 X 145.867 -15.0

92 〃（液体エレベータ） X 2.556 X 2.536 0.8

8414 - 90 - 1080 〃（その他送風機） X 37.339 X 31.708 17.8

4165 〃（その他圧縮機ハウジング） X 19.789 X 22.704 -12.8

4175 〃（その他圧縮機その他） X 43.747 X 52.910 -17.3

9140 〃（真空ポンプ） X 10.778 X 7.466 44.4

9180 〃（その他） X 31.445 X 26.072 20.6

- 306.792 - 326.858 -6.1

- 1,252.267 - 1,405.861 -10.9

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

〃 （ 〃8.21KW＜ ≦11.19KW)

〃 （定置回転式≦11.19KW)

〃 （〃＞74.6KW)

〃 （〃186.5KW＜ ≦746KW)

〃 （携帯式＜0.57m3/min.)

機械類合計

〃 （携帯式その他）

〃 （ 〃19.4KW＜ ≦74.6KW)

総合計

〃 （その他）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

〃 （〃22.38KW≦ ≦74.6KW)

〃 （遠心式及び軸流式）

〃 （〃＞746KW)

部品合計

〃 （ 〃＞74.6KW)

〃 （その他圧縮機≦186.5KW)

〃 （油井用往復容積式）

〃 （ダイアフラム式）

〃 （定置式その他）

〃 （その他回転容積式）

〃 （紙パ用等遠心式）

ポンプ（その他計器付設型）

液体エレベータ

〃 （タービンポンプその他）

〃 （ 〃4.48KW＜ ≦8.21KW)

HS コード

〃 （ピストンエンジン用）

品    名

圧縮機（定置往復式≦746W）

〃 （ 〃746Ｗ＜ ≦4.48KW)

〃 （油井用回転容積式）

〃 （その他往復容積式）

〃 （ローラポンプ）

〃 （〃11.19KW＜ <22.38KW)

〃 （ 〃11.19KW＜ ≦19.4KW)

Ch.(%)

2025年09月 2024年09月
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(6) 運搬機械 （輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

Ch.(%)

数 量 金 額 数 量 金 額

8426 - 11

316 12.871 85 16.901 -23.8

12 352 6.495 3,026 23.227 -72.0

19 8,476 41.952 1,936 5.128 718.2

20 1 0.009 69 3.358 -99.7

30 25 0.267 27 0.834 -68.0

91 210 14.358 204 11.387 26.1

99 1,018 4.291 996 1.882 128.0

8425 - 39

967,554 14.901 810,714 20.049 -25.7

11 22,868 12.685 15,374 16.053 -21.0

19 3,452,986 12.310 3,899,662 14.016 -12.2

31 85,833 16.665 61,928 13.394 24.4

8428 - 60 297 1.126 1,838 10.396 -89.2

70 13,555 66.158 8,422 71.845 -7.9

90 - 0310 2,596 7.459 1,211 10.021 -25.6

0390 1,209,982 300.005 861,198 320.584 -6.4

8425 - 41

6,511 2.210 37,074 3.105 -28.8

42 　〃 （液圧式その他） 864,498 31.794 691,107 41.028 -22.5

49 　〃 （その他のもの） 1,370,232 22.064 1,419,509 24.876 -11.3

8428 - 20 - 0010

1,672 11.701 1,014 8.000 46.3

0050 359 2.002 362 6.547 -69.4

10 〃（非連続エレ・スキップホイス） 15,166 23.670 24,038 22.136 6.9

40 〃（エスカレータ・移動歩道） 265 3.014 35 1.852 62.7

31 その他連続式エレベータ・コンベヤ

  （地下使用形） 26,032 1.962 41 1.743 12.5

32 〃（その他バケット型） 337 0.880 135 2.792 -68.5

33 〃（その他ベルト型） 37,324 38.705 6,659 61.764 -37.3

39 〃（その他のもの） 727,599 129.706 138,186 122.762 5.7

8,816,064 779.261 7,984,850 835.679 -6.8

8431 - 10 - 0010 部品

X 5.210 X 8.395 -37.9

0090 X 17.849 X 13.620 31.1

31 - 0020 〃（スキップホイスﾄ用） X 0.230 X 0.265 -13.3

0040 X 1.044 X 1.347 -22.5

0060 X 25.899 X 38.095 -32.0

39 - 0010 X 119.064 X 96.606 23.2

0050 X 3.972 X 5.507 -27.9

0070 X 0.845 X 1.291 -34.5

0080 X 77.311 X 97.994 -21.1

49 - 1010 X 7.659 X 23.555 -67.5

1060 X 2.928 X 5.115 -42.8

1090 X 15.758 X 13.280 18.7

- 277.770 - 305.070 -8.9

- 1,057.030 - 1,140.749 -7.3

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

〃（非連続作動エレベータ用）

〃（移動リ・ストラドル等用）

〃（天井・ガント・門形等用）

〃（その他クレーン用）

クレーン

巻上機

ジャッキ・ホイスト

　〃 （道路走行車両装備用）

　〃 （プーリタ・ホイス：電動）

　〃 （ウィンチ・キャプ：電動)

　〃 （移動リフト・ストラドル）

　〃 （〃：その他）

　〃 （その他のもの）

　〃 （タワークレーン）

　〃 （森林での丸太取扱装置)

品    名

　〃 （門形ジブクレーン）

2025年09月 2024年09月

   （ウィン・キャップ：その他）

　〃 （非固定天井・ガントリ等）

   　（据付け式）

エスカレータ・エレベータ

　（空圧式コンベヤ）

　〃 （その他の機械装置)

　〃 （ケーブルカー等けん引装置)

　〃 （産業用ロボット)

〃（その他巻上機等用）

部品合計

機械類合計

〃（石油・ガス田機械装置用）

〃（森林での丸太取扱装置用）

   （固定支持式天井クレーン）

総合計

HS　コード

〃（その他巻上機用）

〃（空圧式エレベータ・コンベヤ用）

〃（空圧式エレベータ）

  （プーリタタック・ホイス用）

〃（エスカレータ用）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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(7) 金属加工機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8455 - 10 圧延機（管圧延機） 435 8.537 616 15.440 -44.7

21 〃（熱間及び熱・冷組合せ） 392 4.620 105 0.388 1091.4

22 〃（冷間圧延用） 191 2.112 1,649 11.726 -82.0

8462 - 11 注1 熱間鍛造機（密閉型） 213 5.806 183 7.903 -26.5

19 注1 〃（その他） 446 1.735 207 1.983 -12.5

22 注1 〃（形状成型機） 93 1.504 291 11.842 -87.3

23 注1 〃（数値制御式プレスブレーキ） 57 8.160 53 7.526 8.4

24 注1 〃（数値制御式パネルベンダー） 46 4.415 14 1.343 228.8

25 注1 〃（数値制御式ロール成形機） 28 1.151 70 3.884 -70.4

26 注1 〃（その他の数値制御式） 95 8.019 139 23.577 -66.0

29 〃（その他） 6,841 17.128 14,207 33.001 -48.1

32 注1 スリッター機等（スリッター機・切断機） 50 7.293 128 22.601 -67.7

33 注1 〃（数値制御式剪断機） 13 0.395 20 0.720 -45.1

39 〃（その他） 808 2.579 789 4.335 -40.5

42 注1 〃（数値制御式） 29 8.665 28 10.009 -13.4

49 〃（その他） 474 6.240 214 3.026 106.2

51 注1 炉心管（数値制御式） 26 5.316 26 5.073 4.8

59 注1 〃（その他） 25 0.224 20 0.389 -42.5

61 注1 冷間金属加工（液圧プレス） 690 14.225 212 7.148 99.0

62 注1 〃（機械プレス） 23 3.555 46 4.178 -14.9

63 注1 〃（サーボプレス） 16 4.531 32 2.881 57.3

69 注1 〃（その他） 4 0.632 48 0.049 1179.0

90 注1 その他 450 7.152 1,304 7.741 -7.6

11,445 123.996 20,401 186.762 -33.6

8455 - 90 部品（圧延機用） * X 14.613 X 71.694 -79.6

- 14.613 - 71.694 -79.6

- 138.609 - 258.456 -46.4
注1：HS2022改正に伴う新規品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

・「*」の数量単位は「kg」である。

(8) 業務用洗濯機　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8450 - 12 洗濯機（10kg以下遠心脱水） 6,778 0.307 5,139 0.647 -52.5

19 〃（〃・その他） 24,487 0.646 36,850 0.514 25.6

20 〃（10kg超） 298,335 94.385 268,387 104.511 -9.7

8451 - 10 ドライクリーニング機 19 0.669 23 0.884 -24.3

29 - 0010 乾燥機（10kg超・品物用） 126,366 35.286 110,150 43.421 -18.7

455,985 131.293 420,549 149.977 -12.5

8450 - 90 部品（洗濯機用） X 19.742 X 27.057 -27.0

- 19.742 - 27.057 -27.0

- 151.036 - 177.034 -14.7

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

Ch.(%)

2025年09月 2024年09月

Ch.(%)

2025年09月 2024年09月

品    名

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード

機械類合計

HS コード 品    名

総合計

部品合計
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(9) 動力伝導装置　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8483 - 40 - 1000 トルクコンバータ 168,706 8.504 372,404 12.204 -30.3

3040 15,357 1.492 5,789 0.532 180.6

3080 〃（手動可変式・紙パ機械用） 35,766 2.880 26,525 2.092 37.7

5010 〃（固定比・その他） 520,524 100.379 469,060 113.512 -11.6

5050 〃（手動可変式・その他） 240,103 42.713 929,932 32.440 31.7

7000 〃（その他） 376,939 22.871 550,839 21.074 8.5

9000 歯車及び歯車伝導機 5,500,293 57.027 5,550,860 66.693 -14.5

- 235.865 - 248.547 -5.1

8483 - 90 - 5000 部品（ギヤボックス等変速機用） X 102.644 X 123.573 -16.9

- 102.644 - 123.573 -16.9

- 338.509 - 372.120 -9.0

(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

(10) 積層造形用機械　（輸入）

（単位：百万ドル・億円：$1=100円）

数 量 金 額 数 量 金 額

8485 - 10 注1 積層造形用機械（メタル） 436 11.126 1,242 16.073 -30.8

20 注1 〃（プラスチック） 69,156 19.545 53,240 19.156 2.0

30 注1 〃（プラスター） 5 2.143 6 0.396 440.8

80 注1 〃（その他） 3,654 1.157 521 2.205 -47.5

- 33.971 - 37.831 -10.2

8485 - 90 注1 部品（積層造形用機械） X 18.296 X 13.961 31.0

- 18.296 - 13.961 31.0

- 52.267 - 51.792 0.9
注1：HS2022改正に伴う新規品目
(注） ・「Ch.」は、金額対前年比伸び率（%） ・「X｣は、数量不明である。

ギヤボックス等変速機（固定比・紙パ機械用）

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

総合計

部品合計

機械類合計

HS コード Ch.(%)

2025年09月

品    名

2024年09月

HS コード 品    名

2025年09月 2024年09月

Ch.(%)

機械類合計

部品合計

総合計

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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●米国プラスチック機械の輸出入統計（2025 年９月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2025年９月の米国におけるプラスチック機械
の輸出入の概要は、次のとおりである。 

 

(1) プラスチック機械の輸出は、全体で１億 23万ドル（対前年同月比 11.7%減）となった。輸
出先は、メキシコが 2,521万ドル（同 6.0％減）で最も大きく、次いでカナダが 1,917万ドル
（同 28.7%減）、ドイツが 552万ドル（同 42.3%減）、ブラジルが 367万ドル（同 197.2%増）
と続く。機種別の輸出金額は、射出成形機は 995 万ドル（同 36.1%減）、押出成形機は 545
万ドル（同 46.6%減）、吹込み成形機は 158万ドル（同 55.2%減）、真空成形機及びその他の
熱成形機（以下「真空成形機等」という。）は 968 万ドル（同 85.3%増）となり、部分品は
4,507万ドル（同 25.0%減）となった。 

(2) プラスチック機械の輸入は、全体で２億 5,418 万ドル（同 9.2%減）となった。輸入元は、
ドイツが 6,978万ドル（同 11.9%減）で最も大きく、次いでカナダが 3,847万ドル（同 11.8%
増）、日本が 2,712万ドル（同 2.0%減）、オーストリアが 2,363万ドル（同 5.9%減）と続く。
機種別の輸入金額は、射出成形機は 5,301万ドル（同 15.0%増）、押出成形機は 830万ドル（同
70.0%減）、吹込み成形機は 2,065万ドル（同 55.6%増）、真空成形機等は 715万ドル（同 156.9%
増）となり、部分品は 9,657万ドル（同 15.9%減）となった。 

(3) プラスチック機械の対日輸出は、全体で 1,645 万ドル（同 73.2%増）となり、全輸出金額
に占める割合は 1.6%となった。 

(4) プラスチック機械の対日輸入は、全体で 2,712万ドル（同 2.0%減）となり、全輸入金額に
占める割合は 10.7%となった。主要機種のうち、射出成形機の対日輸入金額が最も大きく、
1,147万ドル（同 44.2%減）となった。 

(5) プラスチック機械輸出の単純平均単価は、射出成形機が 134.4 千ドル、押出成形機が 86.5
千ドル、吹込み成形機が 27.7 千ドル、真空成形機等が 21.3 千ドルとなった。また、全機種
の単純平均単価は、25.5千ドルとなった。 

(6) プラスチック機械輸入の単純平均単価は、射出成形機が 103.9千ドル、押出成形機が 169.3
千ドル、吹込み成形機が 191.2千ドル、真空成形機等が 58.1千ドルとなった。また、全機種
の単純平均単価は、20.9千ドルとなった。なお、対日輸入の射出成形機の単純平均単価は135.3
千ドルとなった。 
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●米国プラスチック機械の輸出入統計（2025 年９月） 

 

米国商務省センサス局の輸出入統計に基づく、2025年９月の米国におけるプラスチック機械
の輸出入の概要は、次のとおりである。 

 

(1) プラスチック機械の輸出は、全体で１億 23万ドル（対前年同月比 11.7%減）となった。輸
出先は、メキシコが 2,521万ドル（同 6.0％減）で最も大きく、次いでカナダが 1,917万ドル
（同 28.7%減）、ドイツが 552万ドル（同 42.3%減）、ブラジルが 367万ドル（同 197.2%増）
と続く。機種別の輸出金額は、射出成形機は 995 万ドル（同 36.1%減）、押出成形機は 545
万ドル（同 46.6%減）、吹込み成形機は 158万ドル（同 55.2%減）、真空成形機及びその他の
熱成形機（以下「真空成形機等」という。）は 968 万ドル（同 85.3%増）となり、部分品は
4,507万ドル（同 25.0%減）となった。 

(2) プラスチック機械の輸入は、全体で２億 5,418 万ドル（同 9.2%減）となった。輸入元は、
ドイツが 6,978万ドル（同 11.9%減）で最も大きく、次いでカナダが 3,847万ドル（同 11.8%
増）、日本が 2,712万ドル（同 2.0%減）、オーストリアが 2,363万ドル（同 5.9%減）と続く。
機種別の輸入金額は、射出成形機は 5,301万ドル（同 15.0%増）、押出成形機は 830万ドル（同
70.0%減）、吹込み成形機は 2,065万ドル（同 55.6%増）、真空成形機等は 715万ドル（同 156.9%
増）となり、部分品は 9,657万ドル（同 15.9%減）となった。 

(3) プラスチック機械の対日輸出は、全体で 1,645 万ドル（同 73.2%増）となり、全輸出金額
に占める割合は 1.6%となった。 

(4) プラスチック機械の対日輸入は、全体で 2,712万ドル（同 2.0%減）となり、全輸入金額に
占める割合は 10.7%となった。主要機種のうち、射出成形機の対日輸入金額が最も大きく、
1,147万ドル（同 44.2%減）となった。 

(5) プラスチック機械輸出の単純平均単価は、射出成形機が 134.4 千ドル、押出成形機が 86.5
千ドル、吹込み成形機が 27.7 千ドル、真空成形機等が 21.3 千ドルとなった。また、全機種
の単純平均単価は、25.5千ドルとなった。 

(6) プラスチック機械輸入の単純平均単価は、射出成形機が 103.9千ドル、押出成形機が 169.3
千ドル、吹込み成形機が 191.2千ドル、真空成形機等が 58.1千ドルとなった。また、全機種
の単純平均単価は、20.9千ドルとなった。なお、対日輸入の射出成形機の単純平均単価は135.3
千ドルとなった。 
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(単位:台、ドル・百円:$1=100円)

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

アイルランド 8 880,860 14 1,543,695 -662,835 -42.9 0 0 0 0 -

イギリス 67 1,891,168 45 1,745,979 145,189 8.3 1 208,095 0 0 -

フランス 3 894,452 2 676,323 218,129 32.3 0 0 0 0 -

ドイツ 80 5,515,639 313 9,555,534 -4,039,895 -42.3 0 0 4 948,768 -100.0

イタリア 1 613,364 36 1,547,015 -933,651 -60.4 0 0 0 0 -

トルコ 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 -

小計 159 9,795,483 410 15,068,546 -5,273,063 -35.0 1 208,095 4 948,768 -78.1

カナダ 228 19,171,110 223 26,876,807 -7,705,697 -28.7 30 3,690,999 24 3,703,468 -0.3

メキシコ 735 25,209,504 548 26,814,927 -1,605,423 -6.0 31 4,161,455 89 9,734,881 -57.3

コスタリカ 26 1,896,309 22 1,409,580 486,729 34.5 3 395,073 4 302,173 30.7

コロンビア 60 1,595,811 0 701,320 894,491 127.5 0 0 0 0 -

ベネズエラ 0 58,736 1 126,978 -68,242 -53.7 0 0 1 82,500 -100.0

ブラジル 204 3,676,646 7 1,237,295 2,439,351 197.2 0 0 0 0 -

チリ 4 374,080 2 2,765,179 -2,391,099 -86.5 0 0 0 0 -

小計 1,253 51,608,116 801 57,166,907 -5,558,791 -9.7 64 8,247,527 118 13,823,022 -40.3

日本 23 1,644,956 6 949,915 695,041 73.2 1 350,000 1 59,870 484.6

韓国 3 497,280 4 694,270 -196,990 -28.4 0 0 0 0 -

中国 47 3,592,105 105 8,009,979 -4,417,874 -55.2 0 0 2 167,925 -100.0

台湾 2 253,336 39 2,896,663 -2,643,327 -91.3 2 190,072 0 0 -

シンガポール 0 250,114 1 160,134 89,980 56.2 0 0 0 0 -

タイ 2 555,015 46 2,850,115 -2,295,100 -80.5 0 0 0 0 -

インド 14 1,465,231 71 2,458,392 -993,161 -40.4 0 0 0 0 -

小計 91 8,258,037 272 18,019,468 -9,761,431 -54.2 3 540,072 3 227,795 137.1

その他 662 30,572,435 230 23,213,879 7,358,556 31.7 6 952,092 4 576,266 65.2

合計 2,165 100,234,071 1,713 113,468,800 -13,234,729 -11.7 74 9,947,786 129 15,575,851 -36.1

輸出先 輸出金額 輸出金額 輸出金額 25年09月 輸出金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

アイルランド 0 0 -100.0 3 54,540 1,042.2 0 0 -100.0 671,490 -22.8

イギリス 0 0 -100.0 0 0 - 1 9,541 -42.5 843,162 -8.9

フランス 0 0 - 0 0 - 3 21,372 - 873,080 83.0

ドイツ 2 392,847 - 1 185,563 88.5 2 19,156 -73.8 2,341,122 4.0

イタリア 0 0 -100.0 0 0 - 0 0 - 603,564 4.9

トルコ 0 0 - 0 0 - 0 0 - 0 -

小計 2 392,847 -52.0 4 240,103 132.6 6 50,069 -75.6 5,332,418 4.6

カナダ 1 148,047 -65.7 11 49,021 -74.1 5 64,957 -95.6 12,451,386 -38.1

メキシコ 30 2,533,442 35.1 24 500,393 -44.1 28 751,300 -77.8 7,923,041 -7.5

コスタリカ 0 0 - 9 237,820 56.3 0 0 - 1,176,003 44.1

コロンビア 0 0 - 0 0 - 0 0 - 913,556 30.3

ベネズエラ 0 0 - 0 0 - 0 0 - 58,736 32.1

ブラジル 0 0 - 0 0 - 0 0 -100.0 947,256 -15.3

チリ 0 0 - 0 0 - 0 0 -100.0 315,318 -88.5

小計 31 2,681,489 16.2 44 787,234 -36.3 33 816,257 -83.2 23,469,978 -25.2

日本 1 26,345 - 0 0 - 1 12,716 154.3 840,897 18.5

韓国 0 0 - 0 0 - 0 0 - 339,580 -24.5

中国 1 44,705 -98.7 1 74,358 - 5 52,150 -12.8 1,983,785 -34.5

台湾 0 0 -100.0 0 0 - 0 0 - 63,264 -85.5

シンガポール 0 0 - 0 0 - 0 0 - 250,114 59.4

タイ 0 0 -100.0 0 0 -100.0 0 0 -100.0 379,489 -54.5

インド 0 0 - 0 0 -100.0 0 0 - 987,688 48.5

小計 2 71,050 -99.0 1 74,358 -84.3 6 64,866 -48.2 4,844,817 -22.9

その他 28 2,303,443 2,848.9 8 478,265 -72.1 410 8,744,461 27,081.2 11,427,485 -34.3

合計 63 5,448,829 -46.6 57 1,579,960 -55.2 455 9,675,653 85.3 45,074,698 -25.0

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

表1　米国プラスチック機械の国別輸出統計 (2025年09月)

プラスチック機械合計 射出成形機

2025年09月 2024年09月2025年09月 2024年09月

押出成形機 吹込み成形機

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等 部分品

2025年09月 2025年09月 2025年09月
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(単位:台、ドル・百円:$1=100円)

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額

国名 数量 金額 数量 金額 増減 伸び率(%) 数量 金額 数量 金額 伸び率(%)

イギリス 49 3,599,136 47 2,423,267 1,175,869 48.5 2 35,493 0 0 -

スペイン 155 573,696 1 145,095 428,601 295.4 0 0 0 0 -

フランス 20 5,361,321 7 7,877,787 -2,516,466 -31.9 2 200,583 0 0 -

オランダ 101 9,870,712 52 9,199,585 671,127 7.3 0 0 2 78,471 -100.0

ドイツ 833 69,783,618 528 79,208,626 -9,425,008 -11.9 87 10,691,078 86 9,316,570 14.8

スイス 25 7,182,341 32 14,057,947 -6,875,606 -48.9 2 881,707 2 1,348,810 -34.6

オーストリア 98 23,625,539 187 25,119,627 -1,494,088 -5.9 69 10,002,775 27 3,265,388 206.3

ハンガリー 0 77,625 0 62,695 14,930 23.8 0 0 0 0 -

イタリア 842 22,286,680 863 15,958,756 6,327,924 39.7 14 1,689,482 1 10,896 15,405.5

ルーマニア 0 24,238 2 86,947 -62,709 -72.1 0 0 0 0 -

チェコ 7 24,238 10 86,947 -62,709 -72.1 0 0 0 0 -

ポーランド 103 838,811 8 2,596,446 -1,757,635 -67.7 0 0 0 0 -

小計 2,233 143,247,955 1,737 156,823,725 -13,575,770 -8.7 176 23,501,118 118 14,020,135 67.6

カナダ 694 38,471,809 844 34,401,742 4,070,067 11.8 27 10,332,345 11 2,170,338 376.1

ブラジル 2 712,160 75 196,850 515,310 261.8 0 0 0 0 -

小計 696 39,183,969 919 34,598,592 4,585,377 13.3 27 10,332,345 11 2,170,338 376.1

日本 176 27,123,625 140 27,674,087 -550,462 -2.0 92 11,466,424 116 20,532,037 -44.2

韓国 59 9,669,975 53 6,701,998 2,967,977 44.3 9 499,270 25 1,543,583 -67.7

中国 1,538 11,762,806 69,727 20,406,751 -8,643,945 -42.4 101 1,937,340 37 3,486,417 -44.4

台湾 112 5,695,630 186 6,846,073 -1,150,443 -16.8 56 3,280,069 5 140,004 2,242.8

タイ 35 2,012,507 41 4,323,765 -2,311,258 -53.5 33 969,391 37 3,447,618 -71.9

インド 33 2,961,990 34 5,322,639 -2,360,649 -44.4 4 242,555 4 396,127 -38.8

小計 1,953 59,226,533 70,181 71,275,313 -12,048,780 -16.9 295 18,395,049 224 29,545,786 -37.7

その他 2,646 12,520,207 3,061 17,266,723 -4,746,516 -27.5 12 778,495 4 372,141 109.2

合計 7,528 254,178,664 75,898 279,964,353 -25,785,689 -9.2 510 53,007,007 357 46,108,400 15.0

輸入元 輸入金額 輸入金額 輸入金額 25年09月 輸入金額

国名 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 数量 金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

イギリス 2 147,164 - 0 0 - 36 139,486 21.0 2,421,616 70.0

スペイン 0 0 - 0 0 - 1 23,346 - 386,591 206.9

フランス 0 0 - 5 1,275,739 -48.6 11 27,370 - 3,636,697 -27.1

オランダ 0 0 -100.0 1 208,222 - 3 81,137 - 5,543,204 342.9

ドイツ 13 2,394,670 -83.9 65 12,535,657 261.8 1 188,603 -65.1 24,729,691 -25.0

スイス 0 0 - 0 0 -100.0 0 0 - 3,920,802 -52.8

オーストリア 12 3,438,385 -55.3 2 992,005 17,783.6 2 328,721 132.8 7,852,189 112.4

ハンガリー 0 0 - 0 0 - 0 0 - 77,625 23.8

イタリア 2 500,547 -77.4 13 3,893,953 - 2 434,237 26.1 7,958,714 -1.5

ルーマニア 0 0 - 0 0 - 0 0 -100.0 24,238 -25.7

チェコ 0 0 - 0 0 - 0 0 -100.0 24,238 -25.7

ポーランド 0 0 - 0 0 - 0 0 - 741,210 253.7

小計 29 6,480,766 -74.1 86 18,905,576 99.9 56 1,222,900 2.3 57,316,815 -6.9

カナダ 6 493,354 137.5 1 76,188 -95.1 0 0 -100.0 18,624,862 -28.1

ブラジル 0 0 - 0 0 - 0 0 - 88,875 -54.3

小計 6 493,354 137.5 1 76,188 -95.1 0 0 -100.0 18,713,737 -28.3

日本 2 417,450 - 3 900,545 -19.1 1 334,320 - 3,307,688 -29.0

韓国 0 0 - 0 0 - 34 2,608,591 2,226.9 1,797,034 -38.3

中国 3 411,028 -79.2 2 107,182 -43.8 16 774,621 1,464.1 7,352,078 -4.3

台湾 2 165,400 -20.5 0 0 - 0 0 -100.0 1,821,486 -53.2

タイ 0 0 -100.0 0 0 -100.0 0 0 - 712,266 50.4

インド 3 266,500 - 14 617,300 -33.7 0 0 - 1,605,985 -3.1

小計 10 1,260,378 -43.8 19 1,625,027 -28.2 51 3,717,532 705.3 16,596,537 -22.0

その他 4 62,964 -52.9 2 40,561 316.8 16 2,204,845 - 3,941,130 -32.5

合計 49 8,297,462 -70.0 108 20,647,352 55.6 123 7,145,277 156.9 96,568,219 -15.9

（注）プラスチック機械合計（HSコード8477）は、上記の各成形機に分類されないその他の機械を含む。

　　　また、プラスチック機械合計の金額に部分品（HSコード8477-90）を含み、数量には含まない。

表2　米国プラスチック機械の国別輸入統計 (2025年09月)

2025年09月 2025年09月 2025年09月

部分品

プラスチック機械合計 射出成形機

2025年09月 2024年09月2024年09月2025年09月

押出成形機 吹込み成形機

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計

真空成形機等
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項目 2025年09月 2024年09月 伸び率（％） 2025年09月 2024年09月 伸び率（％） 2025年09月 2024年09月

8477-10 射出成形機 9,947,786 15,575,851 -36.1 350,000 59,870 484.6 3.5 0.4

8477-20 押出成形機 5,448,829 10,203,757 -46.6 26,345 0 - 0.5 0.0

8477-30 吹込み成形機 1,579,960 3,523,944 -55.2 0 0 - 0.0 0.0

8477-40 真空成形機等 9,675,653 5,222,425 85.3 12,716 5,000 154.3 0.1 0.1

8477-51 その他の機械 （成形用） 247,798 89,582 176.6 72,024 0 - 29.1 0.0

8477-59 その他のもの （成形用） 9,910,832 4,759,094 108.3 128,720 0 - 1.3 0.0

8477-80 その他の機械 18,348,515 13,958,582 31.4 214,254 175,411 22.1 1.2 1.3

55,159,373 53,333,235 3.4 804,059 240,281 234.6 1.5 0.5

8477-90 部分品 45,074,698 60,135,565 -25.0 840,897 709,634 18.5 1.9 1.2

100,234,071 113,468,800 -11.7 1,644,956 949,915 73.2 1.6 0.8

項目 2025年09月 2024年09月 伸び率（％） 2025年09月 2024年09月 伸び率（％） 2025年09月 2024年09月

8477-10 射出成形機 53,007,007 46,108,400 15.0 11,466,424 20,532,037 -44.2 21.6 44.5

8477-20 押出成形機 8,297,462 27,644,949 -70.0 417,450 0 - 5.0 0.0

8477-30 吹込み成形機 20,647,352 13,270,907 55.6 900,545 1,113,156 -19.1 4.4 8.4

8477-40 真空成形機等 7,145,277 2,781,435 156.9 334,320 0 - 4.7 0.0

8477-51 その他の機械 （成形用） 7,383,473 6,985,155 5.7 0 21,982 -100.0 0.0 0.3

8477-59 その他のもの （成形用） 15,121,270 19,554,843 -22.7 159,025 26,109 509.1 1.1 0.1

8477-80 その他の機械 46,008,604 48,826,902 -5.8 10,538,173 1,319,723 698.5 22.9 2.7

157,610,445 165,172,591 -4.6 23,815,937 23,013,007 3.5 15.1 13.9

8477-90 部分品 96,568,219 114,791,762 -15.9 3,307,688 4,661,080 -29.0 3.4 4.1

254,178,664 279,964,353 -9.2 27,123,625 27,674,087 -2.0 10.7 9.9

項目 輸出数量 対日輸出数量 輸入数量 対日輸入数量

8477-10 射出成形機 74 134.4 1 350.0 510 103.9 92 124.6

8477-20 押出成形機 63 86.5 1 26.3 49 169.3 2 208.7

8477-30 吹込み成形機 57 27.7 0 - 108 191.2 3 300.2

8477-40 真空成形機等 455 21.3 1 12.7 123 58.1 1 334.3

8477-51 その他の機械 （成形用） 29 8.5 1 72.0 129 57.2 0 -

8477-59 その他のもの （成形用） 211 47.0 2 64.4 259 58.4 62 2.6

8477-80 その他の機械 1,276 14.4 17 12.6 6,350 7.2 16 658.6

2,165 25.5 23 35.0 7,528 20.9 176 135.3

8477-90 部分品 X - X - X - X -

- - - - - - - -

表3　米国プラスチック機械の機種別輸出入統計（2025年09月）

（単位：台、ドル・百円；単価は千ドル・10万円；$1=100円）

機械類小計

合計

輸入金額

機械類小計

合計

輸出単純平均単価 対日輸出単純平均単価 輸入単純平均単価

出典：米国商務省センサス局の輸出入統計
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●米国の鉄鋼生産と設備稼働率（2025年９月） 

 
米国鉄鋼協会（American Iron and Steel Institute）の月次統計に基づく、米国における 2025
年９月の鉄鋼生産と設備稼働率の概要は、以下のとおりである。 
 
①  粗鋼生産量は 760.9万ネット・トンで、前月の 781.3万ネット・トンから減少（△2.6%）と
なり、対前年同月比は増加（＋7.2%）となった。 
鉄鋼生産量は 803.3万ネット・トンで、前月の 776.3万ネット・トンから増加（＋3.5%）と
なり、対前年同月比は増加（＋13.4%）となった。鋼種別では、前年同月比で炭素鋼（＋13.1%）、
合金鋼（＋32.3%）、ステンレス鋼（＋5.2%）となっている。 

 
② 主要分野別の出荷状況をみると、自動車関連 122.6万ネット・トン（対前年同月比＋2.5%）、
建設関連 245.1万ネット・トン（同＋32.4%）、中間販売業者 205.4万ネット・トン（同＋11.1%）、
機械産業（農業関係を除く）9.1万ネット・トン（同△6.9%）となっている。 
需要分野別にみると、鉄鋼中間材（同＋32.7%）、産業用ねじ（同＋54.6%）、中間販売業者
（同＋11.1%）、建設関連（同＋32.4%）、自動車（同＋2.5%）、鉄道輸送（同＋12.0%）、航
空・宇宙（同＋54.0%）、石油・ガス・石油化学（同＋19.0%）、家電・食卓用金物（同＋9.4%）
が対前年比で増加となり、船舶・舶用機械（同△3.4%）、鉱山・採石・製材（同△56.9%）、
農業（農業機械等）（同△14.9%）、機械装置・工具（同△1.5%）、電気機器（同△61.6%）、
コンテナ等出荷機材（同△39.4%）が対前年比で減少となっている。また、外需は減少（同△
22.0%）となっている。 

 
③  鉄鋼輸出は、56.6万ネット・トンで、前月の 62.3万ネット・トンから減少（△9.1%）とな
り、対前年同月比 は減少（△22.0%）となった。 

 
④  鉄鋼輸入は、155.8 万ネット・トンで、前月の 187.2 万ネット・トンから減少（△16.8%）
となり、対前年同月比は減少（△27.1%）となっている。鋼種別にみると対前年同月比で、炭
素鋼（△34.3%）、合金鋼（△0.6%）、ステンレス鋼（△17.8%）となっている。 
主要な輸入元としては、カナダが 31.0万ネット・トン、メキシコが 14.6万ネット・トン、
メキシコ・カナダを除く南北アメリカが 23.9万ネット・トン、EUが 23.7万ネット・トン、欧
州のEU非加盟国（ロシアを含む）が 5.7万ネット・トン、アジアが 56.4万ネット・トンとな
っている。 
主な荷受地は、大西洋岸で 24.7 万ネット・トン（構成比 15.8%）、メキシコ湾岸部で 71.9
万ネット・トン（構成比 46.2%）、太平洋岸で 15.6万ネット・トン（構成比 10.0%）、五大湖
沿岸部で 42.3万ネット・トン（構成比 27.2%）となっている。 
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主要な輸入元としては、カナダが 31.0万ネット・トン、メキシコが 14.6万ネット・トン、
メキシコ・カナダを除く南北アメリカが 23.9万ネット・トン、EUが 23.7万ネット・トン、欧
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また、米国内消費に占める輸入（半製品を除く）の割合は 17.3%と、前月の 23.7%から 6.4
ポイント減となり、前年同月の 25.2%から 7.9ポイント減となった。 
 
⑤  設備稼働率は 78.4%で、前月の 77.9%から 0.5ポイント増となり、前年同月の 77.2%から

1.2ポイント増となった。また、内需は 902.4万ネット・トンとなり、対前年同月比で増加（＋
6.2%）となっている。 

表 1 米国における鉄鋼生産、設備稼働率、輸出入等（2025年 9月） 
 

 2025年 2024年 対前年比伸率(%) 

 9月 年累計 9月 年累計 9月 年累計 

1.粗鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）       

(1)Pig Iron N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

(2)Raw Steel（合計） 7.609  67.667  7.101  66.264  7.2% 2.1% 

Basic Oxygen Process(*1) N/A N/A N/A N/A N/A N/A 

Electric(*2) N/A N/A N/A N/A N/A N/A 
Continuous Cast(*1及び*2
の一部を含む。) 7.585  67.449  7.075  66.046  7.2% 2.1% 

2.設備稼働率（%） 78.4  77.2  74.6  76.2    

3.鉄鋼生産（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(A) 8,033  68,733  7,083  65,296  13.4% 5.3% 

(1)Carbon 7,654  65,371  6,766  62,273  13.1% 5.0% 

(2)Alloy 220  1,832  166  1,554  32.3% 17.9% 

(3)Stainless 159  1,529  151  1,469  5.2% 4.1% 

4.輸出（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(B) 566  5,627  726  6,894  -22.0% -18.4% 

5.輸入（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ）(C) 1,558  20,295  2,137  22,272  -27.1% -8.9% 

(1)Carbon 1,077  15,117  1,639  17,000  -34.3% -11.1% 

(2)Alloy 412  4,333  415  4,427  -0.6% -46.3% 

(3)Stainless 69  846  84  845  -17.8% -14.8% 

6.内需（千ﾈｯﾄ･ﾄﾝ） 9,024 83,401 8,494 80,674 6.2% 3.4% 

(D)=A＋C-B       

7.内需に占める輸入の割合 17.3 24.3 25.2 27.6   

(E)=C/D*100(%)       

（注）①出所：AISI(American Iron and Steel Institute) 
   ②端数調整のため、合計の合わない場合もある。 
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表 2 米国鉄鋼業の設備稼働率の推移 
                                                  （単位：%） 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均稼働 

2024年 73.4 77.7 76.4 76.3 76.9 76.7 76.4 77.7 74.6 71.6 72.6 75.0 75.4 

2025年 76.3 76.3 76.5 75.0 76.6 79.8 78.2 77.9 78.4    77.2 

 
 
 

 

折れ線グラフ：設備稼働率（左軸） 
棒グラフ：粗鋼生産量（右軸）  
 

図 1 米国における粗鋼生産量と設備稼働率の推移 
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2025-2024
2025 2024

Sep. 9 Mos. Sep. 9 Mos. Sep. 9 Mos.
PRODUCTION:(Millions N.T.)

 Pig Iron N/A N/A N/A N/A N/A N/A

 Raw Steel (total) 7.609 67.667 7.101 66.264 7.2% 2.1%
   Basic Oxygen process N/A N/A N/A N/A N/A N/A
   Electric N/A N/A N/A N/A N/A N/A
   Continuous cast (incl. above) 7.585 67.449 7.075 66.046 7.2% 2.1%

   Rate of Capability Utilization 78.4 77.2 74.6 76.2

MILL SHIPMENTS: (000 N.T.)

 Total steel mill products 8,033 68,733 7,083 65,296 13.4% 5.3%
   Carbon 7,654 65,371 6,766 62,273 13.1% 5.0%
   Alloy 220 1,832 166 1,554 32.3% 17.9%
   Stainless 159 1,529 151 1,469 5.2% 4.1%

FOREIGN TRADE-STEEL MILL PRODUCTS:

 Exports (000 N.T.) 566 5,627 726 6,894 -22.0% -18.4%
 Imports (000 N.T.) 1,558 20,295 2,137 22,272 -27.1% -8.9%
   Carbon 1,077 15,117 1,639 17,000 -34.3% -11.1%
   Alloy 412 4,333 415 4,427 -0.6% -46.3%
   Stainless 69 846 84 845 -17.8% -14.8%
Imports excluding semi-finished 1,182 15,085 1,695 17,246 -30.3% -12.5%
APPARENT STEEL SUPPLY EXCLUDING
    SEMI-FINISHED IMPORTS (000 NET TONS) 8,648 78,191 8,052 75,648 7.4% 3.4%
 Imports excluding semi-finished as % apparent supply 13.7 19.3 21.1 22.8

MILL SHIPMENTS:SELECTED MARKETS 

 Automotive 1,226 10,538 1,196 11,910 2.5% -11.5%
 Construction & contractors' products 2,451 19,618 1,851 16,815 32.4% 16.7%
 Service centers & distributors 2,054 18,023 1,850 16,292 11.1% 10.6%
 Machinery,excl. agricultural 91 840 98 889 -6.9% -5.6%

EMPLOYMENT DATA: 12 mo. 2024 vs. 12 mo. 2023

 Total Net Number of Employees 145 144 0.7%
   (000)  Source:  BLS

FINANCIAL DATA:(Millions of Dollars) * Preliminary 12 mo. 2024 vs. 12 mo. 2023
Steel Segment
 Total Sales $63,914 $71,562 -10.7%
 Operating Income $4,253 $8,275

% Change

別表1　米国の鉄鋼業データ（１）
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2025-2024
2025 2024

Sep. 9 Mos. Sep. 9 Mos. Sep. 9 Mos.
FOREIGN TRADE - STEEL MILL PRODUCTS:   

Imports - Country of Origin (000 N.T.) 1,558 20,295 2,137 22,272 -27.1% -8.9%

Canada 310 3,722 496 5,017 -37.4% -25.8%

Mexico 146 2,367 267 2,549 -45.3% -7.1%
     
Other Western Hemisphere 239 3,536 337 3,896 -29.1% -9.3%

EU 237 3,155 246 3,123 -3.5% 1.0%

Other Europe* 57 660 71 705 -20.1% -6.3%

Asia 564 6,144 684 6,249 -17.5% -1.7%

Oceania 0 178 13 232 -99.1% -23.3%

Africa 5 534 24 503 -79.6% 6.1%

* Includes Russia

Imports - By Customs District (000 N.T.) 1,558 20,295 2,137 22,272 -27.1% -8.9%

    Atlantic Coast 247 3,528 259 3,476 -4.7% 1.5%
    Gulf Coast - Mexican Border 719 9,602 996 10,199 -27.8% -5.9%
    Pacific Coast 156 2,283 265 2,448 -41.3% -6.7%
    Great Lakes - Canadian Border 423 4,717 601 5,984 -29.6% -21.2%
    Off Shore 13 165 15 165 -16.1% 0.0%

別表2　米国の鉄鋼業データ（２）

% Change
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SEPTEMBER 2025
SAME

MONTH
MARKET CLASSIFICATIONS NET TONS PERCENT NET TONS PERCENT PERCENT NET TONS PERCENT
 1. Steel for Converting and Processing
      Wire and wire products 68,894 0.9% 657,146 1.0% -3.7% -65,554 -9.1%
      Sheets and strip 113,847 1.4% 1,144,363 1.7% 14.3% 66,253 6.1%
      Pipe and tube 697,064 8.7% 5,936,065 8.6% 43.1% 1,559,591 35.6%
      Cold finishing 215 0.0% 2,756 0.0% -18.6% 619 29.0%
      Other 15,444 0.2% 141,988 0.2% -6.0% -6,255 -4.2%
         Total 895,464 11.1% 7,882,318 11.5% 32.7% 1,554,654 24.6%
 2. Independent Forgers (not elsewhere classified) 10,104 0.1% 69,266 0.1% 172.3% 19,520 39.2%
 3. Industrial Fasteners 1,246 0.0% 11,093 0.0% 54.6% 2,789 33.6%
 4. Steel Service Centers and Distributors 2,054,191 25.6% 18,022,844 26.2% 11.1% 1,730,540 10.6%
 5. Construction, Including Maintenance
      Metal Building Systems 100,232 1.2% 844,495 1.2% -6.2% -57,602 -6.4%
      Bridge and Highway Construction 8,353 0.1% 70,600 0.1% 46.4% 16,639 30.8%
      General Construction 2,057,798 25.6% 16,326,973 23.8% 38.4% 2,774,893 20.5%
      Culverts and Concrete Pipe 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0%
      All Other Construction & Contractors' Products 284,258 3.5% 2,375,628 3.5% 12.9% 68,773 3.0%
          Total 2,450,641 30.5% 19,617,696 28.5% 32.4% 2,802,703 16.7%
 7. Automotive
      Vehicles,parts & accessories-assemblers 1,167,447 14.5% 10,039,329 14.6% 3.0% -1,278,668 -11.3%
      Trailers, all types 2,854 0.0% 17,845 0.0% 146.7% -232 -1.3%
      Parts and accessories-independent suppliers 43,768 0.5% 386,278 0.6% -14.8% -93,200 -19.4%
      Independent forgers 11,842 0.1% 94,360 0.1% 19.0% 282 0.3%
         Total 1,225,911 15.3% 10,537,812 15.3% 2.5% -1,371,818 -11.5%
 8. Rail Transportation 91,668 1.1% 826,597 1.2% 12.0% 29,534 3.7%
 9. Shipbuilding and Marine Equipment 4,810 0.1% 43,651 0.1% -3.4% -3,692 -7.8%
10. Aircraft and Aerospace 402 0.0% 3,873 0.0% 54.0% 657 20.4%
11. Oil,  Gas & Petrochemical
      Drilling & Transportation 132,298 1.6% 1,223,821 1.8% 17.6% 251,827 25.9%
      Storage Tanks 2,604 0.0% 17,695 0.0% 256.7% 11,093 168.0%
      Oil, Gas & Chemical Process Vessels 2,115 0.0% 18,763 0.0% 11.0% 1,361 7.8%
         Total 137,017 1.7% 1,260,279 1.8% 19.0% 264,281 26.5%
12. Mining, Quarrying and Lumbering 25 0.0% 278 0.0% -56.9% -260 -48.3%
13. Agricultural
      Agricultural Machinery 23,091 0.3% 99,747 0.1% 150.6% -7,326 -6.8%
      All Other 1,009 0.0% 9,130 0.0% 48.6% 2,445 36.6%
         Total 24,100 0.3% 108,877 0.2% -14.9% -4,881 -4.3%
14. Machinery, Industrial Equipment and Tools
      General Purpose Equipment - Bearings 11,354 0.1% 104,644 0.2% 22.7% 41,658 66.1%
      Construction Equip. and Materials Handling Equip. 30,642 0.4% 249,743 0.4% 7.4% -18,970 -7.1%
      All Other 23,099 0.3% 233,595 0.3% -18.5% -33,986 -12.7%
         Total 65,095 0.8% 587,982 0.9% -1.5% -11,298 -1.9%
15. Electrical Equipment 25,983 0.3% 251,616 0.4% -61.6% -220,126 -46.7%
16. Appliances, Utensils and Cutlery
      Appliances 186,590 2.3% 1,503,116 2.2% 8.7% -19,459 -1.3%
      Utensils and Cutlery 1,379 0.0% 5,367 0.0% 795.5% 4,198 359.1%
         Total 187,969 2.3% 1,508,483 2.2% 9.4% -15,261 -1.0%
17. Other Domestic and Commercial Equipment 12,474 0.2% 103,759 0.2% 12.8% -8,648 -7.7%
18. Containers, Packaging and Shipping Materials
      Cans and Closures 33,074 0.4% 322,902 0.5% -55.3% -261,492 -44.7%
      Barrels, drums and shipping pails 28,735 0.4% 226,773 0.3% 6.2% -69,784 -23.5%
      All Other 5,032 0.1% 46,082 0.1% -45.7% -43,276 -48.4%
         Total 66,841 0.8% 595,757 0.9% -39.4% -374,552 -38.6%
19. Ordnance and Other Military 4,961 0.1% 16,925 0.0% 2196.8% 2,140 14.5%
20. Export 600,000 7.5% 5,637,721 8.2% -17.4% -1,256,327 -18.2%
21. Non-Classified Shipments 173,634 2.2% 1,645,923 2.4% -5.5% -91,220 -5.3%
         TOTAL SHIPMENTS (Items 1-21) 8,032,536 100.0% 68,732,750 100.0% 12.4% 3,048,735 4.6%
+ - Includes revisions for previous months
P - Preliminary, final figures will appear in the detailed quarterly report.
* - Net total after deducting shipments to reporting companies.

別表3　米国における需要分野別の鉄鋼出荷量

CURRENT MONTH YEAR TO DATE+

CHANGE FROM 2024

YEAR TO DATE
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情報報告　シカゴ



 
 
 新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
 
 ウィーンでは、この時期になると雪景色が広がるのが普通だと思っていましたが、12月に入っ
てからはまだ積もるほどの雪は降っていません。街中では至るところにクリスマスツリーが飾ら

れており、夜にはイルミネーションが灯り始めます。先月のお便りでは、シェーンブルン宮殿や

シュテファン寺院前広場のクリスマスマーケットについて触れましたが、市内の駅前にもグリュ

ーワインのスタンドが数多く並び、街全体がクリスマス一色となっています。 
 
 せっかくヨーロッパに滞在しているので、今の内にクリスマスマーケットを巡っておきたいと

いう思いから、12月中旬に３日間、クリスマスマーケット発祥の地であるドイツ・バイエルン地
方へ「クリスマスマーケット巡り」に出掛けました。バイエルン州の州都ミュンヘンへは、ウィ

ーンからザルツブルク経由の電車で片道約４時間半ですが、飛行機で行くと１時間ほどで、料金

も大きく変わらないので（時期にもよると思いますが）、今回は飛行機を利用しました。ミュンヘ

ン空港に到着すると、早速空港内に大きなクリスマスマーケットが広がっており、さすが本場、

と思わず圧倒されました。 
 
 その後市内へ移動して、ミュンヘンで最も有名なマリエン広場のクリスマスマーケットを訪れ

ました。新市庁舎の前で開かれており、鐘楼に取り付けられた人形が動く仕掛け時計が有名です。

これまでウィーンで訪れたクリスマスマーケットと比べると、店舗数も規模も大きく、装飾も華

やかな印象を受けました。飲み物を提供するマグカップも 10種類以上あり、好きなデザインを選
んで持ち帰れる点も魅力的です（デポジットは 10ユーロとやや高めですが）。平日の昼間にもか
かわらず、多くの人で賑わっていました。 
 
 同日にローカル電車で２時間弱かけてニュルンベルクへ移動し、世界一有名と言われるクリス

マスマーケット「クリストキンドレスマルクト（Christkindlesmarkt）」へ向かいました。中世の
建物が立ち並ぶ旧市街の中央広場に位置し、その名にふさわしく、これまで訪れたどのクリスマ

スマーケットよりも規模が大きく、歩くのも難しいほど多くの人で賑わっていました。屋台には、

名物のニュルンベルガーソーセージをパンに挟んで食べるブラートヴルスト（Bratwurst）や、
焼き菓子のレープクーヘン（Lebkuchen）が並び、世界各国の姉妹都市からの出店も見られまし
た。店舗数が非常に多く、全てを回りきることは出来ませんでしたが、選りすぐりのお店しか出

店できないそうで、クリスマス装飾をはじめとした手工芸品の品揃えは豊富でどれも魅力的なも

のばかりでした。 
 
 最後に、バイエルン州北西部にあるローテンブルクのクリスマスマーケットを訪れました。他

の２都市と比べると小規模ですが、カラフルでメルヘンチックな街並みで、また違った魅力が感

じられました。ローテンブルクと言えば、ドイツ語で「雪玉」を意味するシュネーバル（Schneeball）
というお菓子が有名で、ひも状のクッキー生地をボールのように丸めて型に入れ、油で揚げたも

のです。また、クリスマス装飾の専門店として知られるケーテ・ウォルファルト（Käthe 

Wohlfahrt）も観光客に人気で、数多くのクリスマスオーナメントが揃っており、お土産探しにぴ
ったりの場所です。 
 
 なお、バイエルン地方を巡る際には、ICE と呼ばれる特急列車を利用することも出来ますが、
時間に余裕のある方には、バイエルン地方の交通機関が１日乗り放題となる「バイエルンチケッ

ト」の購入をお勧めします。毎回チケットを買う手間が省ける上、利用範囲も広く、料金も手頃

です（２等席の場合、１人 32ユーロ。人数が増えるほど１人当たりの料金が安くなる）。ただし、
ローカル電車は本数が少なく、ドイツの電車はしばしば遅延するため、１本電車が遅れるだけで

スケジュールが大きく乱れる可能性がある点には注意が必要です。 
 
写真は、ニュルンベルクのクリスマスマーケットの様子です。 

 
  

 
ジェトロ・ウィーン事務所 
産業機械部 徳島 康介 
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皆様こんにちは。ジェトロ・シカゴ事務所の村山です。 
 
12 月に入り、シカゴではいよいよ本格的な冬の訪れを感じています。気温が一日中氷点
下を下回ることも珍しくなく、名物の強風も相まって、「寒い」というより「痛い」と感じ

るほどです。そんな痛いほどの寒さにも負けない、華やかなイベントが街中で開催されてい

ます。 
 
駐在員便りでも何度か紹介しているミレニアムパークでは、高さ約 20ｍ、重量６トンに

も及ぶ巨大なクリスマスツリーが出迎えてくれます。10 万個を超える LED ライトと数万
フィートの光ファイバーで装飾されたツリーは、シカゴの夜景に一層の彩りを加えてくれ

ます。イルミネーションは 11下旬から翌年の１月上旬まで続き、初日には点灯式も開催さ
れました。 

 
公園内には、期間限定のスケートリンクも登場します。クリスマスツリーを眺めながらス

ケートが楽しめるミレニアムパーク内の「マコーミック・トリビューン・スケートリンク」

や、全長約 400ｍの曲線コースが特徴の「スケートリボン」は無料で利用することができ、
多くのシカゴ市民が屋外スケートを満喫しています（ちなみに私は滑れません）。 

 
ミシガン湖を望む観光施設であるネイビー・ピアも冬の装いに。屋内に設置されたイルミ

ネーションやスケートリンクは、天候や寒さを気にせずに楽しむことができます。また、施

設内は遊具も充実しており、ネイビー・ピアのシンボルでもある観覧車「センテニアルホイ

ール」は暖房付きのゴンドラで運行中です。 
 
シカゴ市庁舎前の広場では、「クリスキンドルマーケット」が開催されています。小屋を

模したような可愛らしい見た目の木製屋台が数十棟立ち並び、ドイツ伝統の食べ物や工芸

品を販売しています。寒さの中でありがたいグリューワイン（ホットスパイスワイン）は、

毎年変わるマグカップがコレクターにも人気です。会場内ではキャロル演奏やライブパフ

ォーマンスも楽しめます。 
 
冬のアメリカはスポーツ観戦のシーズンでもあります。シカゴには野球（カブス、ホワイ

トソックス）、アメリカンフットボール（ベアーズ）、バスケットボール（ブルズ）、アイス

ホッケー（ブラックホークス）と、主要なプロスポーツのチームがすべて揃っています。野

球はドジャースのワールドシリーズ制覇で今シーズンの幕を閉じましたが、その他のスポ

ーツはシーズン真っ只中です。雪が降りしきる氷点下の屋外スタジアムにも、熱狂的なファ

ンが押し寄せます。 
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厳しい寒さを耐えるのではなく、楽しむ工夫にあふれたシカゴの冬は、夏とは違った魅力
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ジェトロ・シカゴ事務所  
産業機械部 村山 裕紀 
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